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凡 例

森林に對する吿:蟲被害は演に直接害にのみ止まらず間 

接には生長を損ひ形態を不良ならしむるは勿論延ては 

病击旱眦害其他の危害を誘引し更に樹病々原體の傳播 

を彳J••ふと稱せらるゝが如き其實害たるや眞に恐るべき 

ものあり。從て是等生産に逆行する森林危害を未然に 

防止することも亦多大の增產たるを失はず。而して森 

林吿蟲の,驅除には從來幾多の方策あるも或は經費の點 

匚於て或は其效果に於て若くは效害相伴ふ等の點に於 

て殆んど期待し得べきもなきは遗憾にして彼の天敵利 

用の如きも事業上未だ實用し得さきものあるを聞か 

ず當場に於ては夙に此點に留意し既に技師長谷川孝 
三。技手補小山良之助は主要森林害蟲に對して各種驅 

除法の吟味を行ひ、新匸蟲寄生傳染性病原嘴の檢索竝 

實施應用に關し硏究の結果,人啬植物家蠶等に何等の 

影響なく而も害蟲に對し極めて毒性ある炳原體を捉へ 

て實施應用の價値を認むるに至れるを以て事業上科'益 

する所眇から.ざるものあるを惟ひ玆G取敢ず其成績を 

纏めて刊行すること、せり。木報吿中圖版は關口俊雄 

氏の描寫に係るものなり。特記して謝意を表す。
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森林害蟲の生物學的驅除特に蟲寄生傳染性

病原體の應用に關する硏究

長谷川孝三 、

小山良之助・

I緖 言

國家币:耍・業のーたM吾林業に在りては幟近纖維素共他の木材花學工業方面に於ける急速 

なる進展に伴ひ応業の集約的利用と增衆問題とは愈よ・共の重要性を増し今や共聲は獨り吾國 

にのみ止まらざるの情勢に在り。然り而して之れが解決には幾多の策却),所謂廢材屑木を 

含む未利用材の用途開發例へば纖維素工業,液磚,瓦斯粒撚料エ尚糖化工業方而への發展 

或は木纖維原料の再生より延ては木材の缺%Sを除去せる命成乃至人造木材の製出などと同時 

に一而森林經理上 造林技術上より穢極的に增産問題を攻究すべきものあるも更に生產に逆 

行する各利協林危害を未然に防止すること亦多大の増摩たるを失はず。而して年去蒙る損害 

融からざるにも拘らず殆んど共の防除に良策な甘は病蟲詳!・害なるべし。就中蟲咨は沔に可視 

的if［接害にのみ止まらず間接には梱勢の衰退・を來して病害早魁害共他の被害を誘引し,更 

に例へばキクヒムシ類がマッの靑變菌の一種を傳播して共立枯を惹き起し或は蟲體がVirus 
の傳播を行ふと稱せらる'が如き共實害たるや眞に恐るべきものあり。

抑々森林に對する病蟲藉害の防衛策には多々あるべしと雖是を要約すれば

1. 生物學的防除法

1.medicirm 化學藥剤に依る方法 »

1. fmrum 捕殺,誘殺の如き機械的方法

1.ignis 寄主の一部又は全部の燒却

等なるも更に是を森林害熾の驅除に立脚せば

L直接捕殺法

2. 誘殺法及通路遮斷法

3. 殺蟲或は嫌忌藥劑の施用

4. 昆攝寄生の微生物利用
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5. 有益昆撷の利用

6. 有益・烏類の保護增殖

7. 森林撫育技術に依る方法

等あり。而も多くは前記(D(2)(3)(G)(7)の中 臨機選押施行するに過ぎす。

就中森林撫育技術に依るものを除きては或は經費の點に於て或は其效果に於て弟くは效吿 

相伴ふ郎の點に於て殆んど期待し得ざるもの働しとせ寸。

畢竟するに從來の防除法が專ら植物病理學,又は昆蟲學的に把はれて人爲の珊除に偏した 

るの嫌なき能はす。然れども土地及林木より成る森林には必ずや吾人の欲せさる動植物も同 

時に侵入して此所に一つの共存的調和の生物社會たるを常とす。

共種類は森林の構成如何に依て著しく異るものあるべしと雖,夫れ等の中より適當なる天 

敵を捕えて有害昆廠類の防衞上積極的に利用し彳’}•たらんには 森林撫育の技術と相俟って増 

產と賢源愛護の「I的達成に資する所働からざるものあるペし。凡そ昆蟲が發生緊殖するは主 

として環境が夫れに適當するか或は昆桃が共環境に適應するの力張きがためと解し得べきも 

元來多產なるべき昆蠢が假令地方的には消長ありとも 理論的計算の如く刼時間に 無制限 

に累進増加することなく昆桃密度に大なる變化を弟!さざる所以は自然界に於て連緻的に是を 

排除すべ迸有力なる抑制因子の存するためなるべし。Bremerの死滅係數算定式に依て算出 

せられたる一例を觀るにコガネムシのー稀に在りては四ケ年一 •此代間に於ける死滅係數は實 

に共92%に達し僅に8%を以て次代を繼放せば略共昆蟲の現在數を保特するに足,るべし 

と云ふ。然らば共因子とは如何,日く……

I氣象の影響 、

(イ)氣溫の激變

(ロ)降水(濕氣)

直接影終.......溺死

間接彩響・:..... 食餌の缺乏病咨誘發

I!生物の豚理

(イ)昆蟲寄生菌類に依る埸合、

(ロ)昆蟲寄生細菌共他の微生物に依る場合

(ハ)線蟲共•他の寄生昆蟲類に依る埸合

(=)食蟲昆蟲類兩僕類爬攝類,旧類,哺乳類等の捕喰に依る場合
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而して共何れが主要因子たるやは地ガに依り 時期に依り 或は昆蟲の秋類に依りて一樣 

ならざるべきも所副天敵も亦極めて有力なる因子たるを失はす。例士一地方に採るも害蟲發 

生が或H’狒Jに苗しく多く又或る時明には全く弊熄して殆んど共姿を見せざるが如き場合,從 

來共眞因を究めずして往々氣候の激變食饵の不足等を以て解鴨せられたるも 築乾の調査に 

依れば本现欧には狀:ノ、•天敬殊に蟲寄生傳染性%脚從に恭く場合妙からざるものあるを認め得 

たり。彼のモミハラアカマヒマヒが或時期に夥しく發生して劇吿を命すにも拘はらず,多く 

の場合二三年にして自然に終熄し恰も七,八年の周期を以て發生するが如きは世に本害蟲と 

共天敵たる多角臆病々原iの相互競爭の結果たるを.廣知し彳卜たり。斯くして觀察の進むに從 

ひ野外昆蟲の疾病に斃るゝもの意外に多きセ知るに及び「假令’ぷ蟲寄生傳染性病原體の驅除・ 

上への應用」が昆描流行病發生學の重要なる一部門なるのみならず文i狀に徴するも此税の企 

圖が餌に歐洲に於て族な失敗せるものあるにも拘はらず 敢て筆X"が是を把えて硏究對照と 

せしは要するに害蟲驅除に行詰りセ來せ・る從來の保護技術を打開せんには此種病原體の利用 

を措いて今日他になきを信するに至れるが故なり°

玆にコガネムシ,マッカレハ,モミノハラブカマヒマヒの如浅二三主要备蟲に對する化學 

藥削の效果を吟味し次て筆若が分離せる傳染性病嘛胃を論じて共應用的價値に及ばんとす。
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II 金鏡子科(Scarabaeidae)

1.藥劑に依る刖除

昆蟲害に對する植物の自彳:款に關しH Martinの述ぶる所をみるに昆猫を加花の方法よ 

り大別すれば口器の構造に依て二樣あり〇 一は角質の大顎を以て植物組織を'；’イむものにし・て 

甲蟲知バッタ蝶類等の叽刪•瞞・禺れなり〇共二は針狀に變形せる口器を植物組織內に穿 

入して柴浅を攝る輙類に兩し介殻類,妍後等是に屬す。而して口器を以てする吸收昆蟲或は 

咀嚼昆蟲にして產卵器を穿入せしむる稲類のものに對する杭物の自衛因子•には組織の機械的 

•抵抗と昆蟲に致する植物組織內の榮茬狀菠の不適當及毒成分の存在とを君へ得らるペし。毒 

成分としては tannin, sesquiterpenealcohl, essential oil, glucoside, alkaloid, solicin, Sanin, 

mustard oilありとせらる、もT麟植物自般の抵抗は之を好何とする昆揚心寸しては殆ん 

ど期待する能はざるが故にが業上目的柚物に對しては須らく人爲を以て防"るの"卜に策な 

力ゝるべし〇

凡そ林業上の害蟲にしてコガネムシの幼成蠢に對する程・共駅除に凡有る手段を緋するも 
の殆んど他に共例を見ず。而して現行珊除法中最も積極的に行はる'ガ法は殺協藥劑の施 

用なるも,凡そ植物人為を害せず土壊に•悪影纓なく取扱容易日・つ廉價にして奏效すべき藥劑 

は筆者未だ寡卩月にして之れ有るを織らず。從來使用せられたる藥劑には共植類極めて多く 

例へば酸性砒酸鉛,;,鹽基性砒酸鉛ユ•砒酸マ;グIネ‘ーシ:ヤ芒亞砒酸鉛,L砒酸皺,•砒酸細砒酸亞 

鉛,砒酸石灰,郷砒酸石灰,！.亞砒酸コバルト,3砒酸,'I砒石’パリスグリーン’ロンドンパー 

ブル,ネオフマキラー,シェールスグリーン,硫酸・コチン,砒酸マグネシャ,明蛛,硅弗化 

曹達,硅!弗化加里cフロライト),硅弗化バリウム,硅弗化亞鉛,硅弗化銅’靑酸加里,靑酸 

曹逹,异汞,亞砲酸コバルト加里度特許加里,‘I聽素骸加里蔑過燃素酸加里,アンチモン酸加 

里,二硫化炭素,均質二硫化炭素悲パラヂクロールベンゾール,ベンチールクロリード,ナ 

フダ’リン,パラトルイヂン,オルソトルイヂン,オルソクレーゾール,フェノール”ブ=リ 

ン,=トロベンヂンエチレンオキサイド,!硫黃末,’クロールピクリン,同乳劑,芥子油,コ 

ールタール,石油,煙草粉末,石油乳劑,除蟲菊石齢液,做植物性油脂に依る加里石鹼,曹達 

石鹼,脱水,テレビン汕,酣酸,石灰,石灰硫黃合劑,石灰窒素等あり。

Weiss, Braunschw, Aschersleben (1934), Krysing.(1934), Langenbach (1934), Honold, 

Kiessen (1934), Lach (1935), Blattny (1936), Subklew (1936)等は Kainit を試み 
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Blunck及Subklow (1936)は生石灰を用ひたる例あるも施用並:多くして藥杏ある程度又 

は林業苗廁に於て經濟上賞行不能の程度ならでは效果顯はれず。概して土壤表面にのみ起り 

得るP憲増加の影唧は根切蟲をし 嫌忌逃避せしむるのみと云ふ。

Bhmck (1937)はo-dinitrokresolを主剤とせる粉剤,乳剤を用ひ獨逸Kielのコガネムシ 

驅除硏究所に於ては(1938)同じく Detal, Ellhsan, Lipan等の製削を!ha當4〇〜80kg用 

ひて相當の效果を舉げ初たりと云ふ。

节苫の經験に徴すれば,石灰窒素,石灰硫黃合削,パラヂクロールベンゾールの施用は相 

當に仃效なるも 二硫化炭素,砒聞等は注意せざれば稚苗に對して藥害あり,休閑地等に 

•クロールビクリンを施與せばー時は吿蟲を殲滅せしむべきも,地中に生棲する有益なる昆蟲 

及徹生物新をも死滅せ・しむべ辻が故に共您産卵あらば反って劇害を招くの傾向あり〇

試に藥劑の卵粒,幼蟲に對する毒作川竝に明舞に依る孵化阻止作用に付實驗成絨を摘錄す 

れば次の如し。

數種藥劑の卵に及ぼす影雾

供試卵

束京府南多嵌郡地方焼耕地より昭和八年八月中旬採集せるヒメコガネの產卵健全粒200宛 

處 置

ワグネル氏ポットに飾刑せる土壤をJらさ15cm程入れ次に細堆肥混用土 5cmを置き上部 

に卵200粒を列べ更に堆肥混用土を5cm程掛け其部分に藥劑各3gを混して灌水す。同 

時に各ポットには小麥を播秘す。

本施用抵の範団

處 K 孵化率 に於て口物に對 備 考
する藥害

%
標 準 98.5 一 九月十八日開始後一ヶ月

砌 砂 1.5 有 1Iして洌去を行ふ

砌 濃 4.6 有

酸化アンチモン 1.0 無

と 口亜硫酸ソーダ 55.8 無・

硫 化 ソ ー ダ 52.8 有

炎 酸 亜 鉛 9.1 ■M
硫化アンチモン 9.1 無

5R 炭 酸 ソーグ 0.5 無
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本芯用ほの統间

處 K 孵化率 にK・て植物に對 備 考
する藥吿

%
黄 血 聴 6.1 右

炭 酸 銅 64.5 右

b・ク 、) ン 酸 2.5 右

過酸化マケネシャ 1.0 無

酸化マケネシャ 51.8 無

硫 酸 绍 32.5 打

供試卵

神奈川縣高座郡地方股兩より採集せるヒメコガネの産卵健全粒500宛

處 置

試驗區として6平方尺宛を割し卵粒を地下約15〜25cmに置き石灰空素は反當60 kg硼 

砂は55kg,明礬は65kgの削合にて地表而に撒きレーキを以て攪拌す。

處 置 再 化 率 本施用狼の範圜に於て植物に 
封する藥吿

%
標 準卵粒位置15cm .35.2 —

石灰窒素 〃 !5cm 7.8 右
〃 〃 25cm 13.4 右

硼酸十硼砂 ’〃 15cm 12.0 冇

〃 〃125cm 9.8 右

".J 礬 〃 25cm 9.8 無

|ビロ亜硫酸ソーダ 〃 25cm 10.8 無

石灰硫黄合劑の卵に及ぽす影響

供試卵

東京府南多摩郡地方農耕地より八月中旬採集せ・るヒメコガネの產卵健全粒200宛
處 遣

ワグネル氏ポットを用ひ卵粒を地下5cmに置き 小麥を播種し本劑を濃度別に客11宛

撒布す。

牛 K 孵 化 率
-

備 考

標 準

濃 度 〇•1度祗
〃 0.2進禽
〃 0.4度題
〃 0.8皮监
〃 !.6度區
〃 3.2鹿川;

% 
96.0
64.0
63.5
35.5
35.5
15.0
15.5

濃度1.6度及3.2度液は小姿の發芽に惡影 

卷をi2むるい別に七ノキー年生甘200本 

宛を用ひて 弁濃度別に1m'：10Z割に撤 

布しれるに 無施用區に比し施用區は上艮 

成艮1好にして殊に濃度0.8度1.6度のも 

のに於て著し％をiSめたり。

供試圃場の吟味

昭和十年度スギ,ヒノキ床替地に928 m・の試驗區を採り9區に分ち30 cm前後に耕

痂して1區當

大 豆 粕

過燐酸石灰 

硫酸安母尼亞,

5.4 kg .

7.2

3.6

硫酸加里 2.1

米 糠 8.3

をー施與しスギ,ヒノキの苗高9cm •前後の苗木各區810本宛を床替し翌十一年三月掘取 

の際,ネキリムシの被害程度を謳!査したるに各區共大茬なく蒙れるを認めたり〇

供試:苗木

同年四月上旬苗高8cm前後のヒノキー年生苗を各區1656本床替供用す。

處 過 ・

各種藥劑を1當別表の通りに施用して幼蟲の被害程度を觀察せり〇
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駿 四

處 丑
幼急被害£?底

反當藥劑價格

樂 削 1m2當施用量 (昭和十年度叶價)

1 區 標 準
R %13.0 [ill

2 區 明 我 3 11.1 6.00
3 魅 〃 6 4.3 12.00
4 酸化アンチモン 3 17.8 15.00

5 凹 硫化アンチモン 3 16.9 10.50

6 區 ビク・ン酸 1 19.1 5.50

7 〃
ヽ

2 11.3 11.00
8 鹽化マケネシャ 3 23.0 7.50
9 1¢ 〃 6 14.4 15.00

明礬の卵に及ほす影響

供試卵

朿京府南多摩郡日野苗圃より七月中旬採取のハナモグリ產卵健全粒2〇〇宛を地下5cmに

置く。 •

處 置

Im2當明昇20, 40, 60, 80g削に地表に施與し二十四日後に調査す。

明礬の孵化に及ぼす影響

處 置

,處 置
小麥の發芽に及マ 
藥害の片’度C免芽 
率を以て示す)

孵化率 備 考

% %
標 準 91.5 24.5 別に御在せる所に依れば本剤は幼

12當 20 g 100.0 11.5 蟲に對しては効果硼著ならす。

〃 40〃 86.5 11.5
〃 60〃 76.5 7.0
〃 80〃 62.0 2.5

新鮮なる下府土壤をワグネル氏ポットに採り上部1〇 c"前後に腐熟せる堆肥を混じ略共中 

9

央にヒメコガネ健全卵200粒を配した吃後地表而に明恭を3g撤布泄水して孵(嗷態を調 

充せし結果偶な卵の仰•眠现魚を觀察せり〇

處 此

带手後38 ||間に再化せ 
るしの

共後普通土屮に移してよ 
V14HIIIJに孵化せるしの

備 考
幼&數

供队卵數に對し 
再化せる割合

幼鎧映 供;K卵數に對し 
奔化せる割合

標 準 195
%

97.5 2 % 
1.0 昭和九年九月施行

明 驟 4 2.0 152 76.0

卽ち塀化に好適の條件に置かれたる200粒:のヒメコガネ卵が明恭の存在に依て38日間に 

孵化せるもの僅かに共2%に過ぎす而も藥劑刺戦を避けて他の地中に移さば避かに孵化じて 

14日間に於て旣に76%に及べリ。

状に産卵當時に於ける卵粒發育狀態の一例を觀れば次の如し。

東京府南多隅用地方執:地より昭和十一年八月十九日採集のヒメコガネを飼育し同月二十四 

T1J-Wの健全粒1000粒を採り 含有水分並を變化せしめざる樣に保てる壤土中に置き產卵 

の翌日より秤!0:す。

測定 月 日 測 定 値 備 考

年 月 EI R11. 8. 25 1.3346 每日午前1I叶に秤峰せリ

26 1.3365
27 1.4113
28 1.6726 ■ *

29 1.8853

30 2.4841
• 31 2.9689

9. 1 3.5045
2 3.6235
3 3.6452
4 3.6777
5 3.6873
6 3.6898
7 3.6901 —• •

8 3.6909
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產卵後約八日間は日每に共重量を増すも共後に松ては著しき變化を認め-3

明礬液及淸水浸酒の幼蟲に及ぼす影響

供試幼蟲

束京府南多摩那所在日野苗圃より昭和卜年六月上旬採集せる壯齡俄!長約1.5cm)の健全幼 

蟲100顼宛

處 置

ワグネル氏ポットに締別せる土壊!2kgを入れ1鉢に付10頭宛幼蟲を配し大豆粕 大 

麥等を食伽として飼了了・し,是に淸水或は明界5%液4 Zを注ぎて浸法せしめ操作時間を 

経過せるものは直に新しき土壤に移して飼れ•觀察す。

處 l&
致 死 率

淸 水 IJJJ 昇 液

標 準

六 時 間 洋 渣

十 二 時 間 没 渋 
二十 四 旳 !iij 沒 m

三 十 六 時 !!!J 淡 淡

四 十八時 間 浚 渋

%3
18
27
43
51

70

%3
30

45
65
65
70

本成績に徴すれば淸水と藥液との間には顯蓍なる差異を認めず。

パラヂクロ ールベンゾールの試用

バラヂクロールベンゾール(GHQ1Dは殺蟲劑及嫌避劑として旣に二十吸年來普く使用せ 

らるゝものにして本劑は水に不溶性なるも氣溫比較的高き大糸中に於ては强大なる發散力を 

有す〇尤も地下10 cm前後に在りては發散極めて徐々にして木劑特有の强烈なるエーテル 

吳は相當期間地中に殘りて嫌忌の效あるもの'如くコガネムシも木劑施用區に於ては産卵す 

るもの他に比して著しく少き傾向あり。

パラヂクロールペンゾールの卵に及ぼす影響

供試卵・

神奈川縣高座郡地方より昭和十一年八月上旬採集のヒメコガネ產卵健全粒6000
處 置 、 

占

東取府南多摩郡日野凿圃に!20 nrの試驗USを採り卵粒を地下5 cmに健きヒノキ,スギ 

11

苗を床样す,八月下句に本削を地表に撒布し十一月上旬調査す。

處 IK 幼'縊 败 備 考

準

1 m皤 30 R
258
135

藥制施用叵の苗は標準區の1のに比し 

地上為に於て約1%大なり。

パラヂクロールベンゾールの幼蟲及小麥の發芽に及ぼす影彩

供試卵

八月上旬ヒメコガネ產卵健全粒!'OOO宛を採り地下5 cmに置き大麥を播種し 本劑を髭 

別に撒布す。

處 is 幼蟲數
大 麥

備 考
發芽率 地,上咨

標 準 418 100：¢)
cm

22.7 藥削撒布後十七日にし

1n・當 10 g 203 94.4 22.6 て副注す。

〃 20 218 97.2 21.6 地上為は貪料200本の

〃 30 11 95.0 22.3
平均とす。

〃 40 2 93.9 20.8

バラヂクロールベンゾールのスギ推苗に及ほす影響

供試苗

昭和十一年四月上旬播辙せる稚苗。

•處 置

八月中旬本劑を別に撒布し•I一一月中旬に調査を行ふ。

處 i汁 苗の枯損割合 地 上高 備 、 考

標 準 10
cm

12.1 地上高は資材50本の平均と

1m2當 10 g 17 13.1 す。

〃 20 15 11.2
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& 設 苗の枯損割合 地 上 髙 備 考

〃 30 g
〃 40

15
30

cm
11.3
11.9

1}& 苗の枯扣割合 地 上高 備 考

標 準 10
cm

11.9 地上高は衣料 50本の平均!

1m2當 20 g 10 13.1 す。

40 12 13.6
〃 60 12 11.8

80 22 10.4

パラヂクローノレペンゾールの幼蟲に及ぼす影響

供試蟲 ・

束京府南多摩郡地方燃耕地より採集せるヒメコガネ產卵の九月六「I孵化せる幼蟲5〇〇

處 (2
孵化十H後に本劑を夫々の地表に撤布し十日間を經て調査を行ふ。

處 ia 幼蟲败

大 麥

備 考
發芽率 地上高

/ % cm
標 準 100 100.0 1 1.5 地上高は貪料100本の

1m2當 io g 63 100.0 12.0 平均とす。

〃 20 42 100.0 12.4
〃 30 27 95.9 12.4
〃 40 7 100.0 12.1

パラヂクロールベンゾールの卵及苗木に及ぼす影響

供試幼蟲及苗木

九月四日孵化せるヒメコガネ幼蟲及ヒノキー回床替苗。

處 ・遥

lm,當施用皐を20. 30. 40g「とし 十一月五日調査を行ふ。

13

段 幼思數

木

備 考lli
本 败 地上?:s

標 準 93 299
cm

7.72 別にアカマツー苗にて渕

1m咻 20 g 42 300 7.73 左せるし藥害を糾^ざ

〃 30 16 296 8.29 りさ。

40 11 300 8.19

パラヂクロールベンゾールの孵化當時の幼蟲に及ほす影響

供試卵

ヒメコガネ產卵健全粒rooo 

虐 控

施川一代を!m21〇〜40gの4級とし植物に及す影野は大麥を以て行ふ。

パラヂクロールベンゾールに對するコガネムシの嫌忌狀態

處 旌 幼& M
火 麥

樑 準
發芽率 地上髙

供 263
%

100
cm
8.8 供試卵の位!2は地下..5

顽當 10g 171 100 9.7 尸とす。八月二十日開

20 71 87 9.7 始同月三十日調生。•

〃 30 16 100 8.5
〃 40 1 80 4.5

供試蟲

八月二十八日採集のヒメコガネ7'000頭を硝子室內に放翔す。

處 {a
硝子室(床面の幅6 m奥行2ni高2.5 m床は深さ1inをコンクリートにて張り詰む) 

內にヒメコガネ7,00〇:頭を放翔し三カの硝子戶を開きて寒冷紗を張り,床地土壤を折半し 

て一方を無施川標學とし他の一方には1k 當3)gの削合に本劑を•施與す。
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陽 卉 區 産卵妣 奔化幼兹數 備 考

標 浩

藥劑施用

2786

1109

2657
840

八月二十八日開始,八月=-111及九月 
十三II渕在 野外刷場に比して新化率 
栋めて口好・なるは注寤を妥す

本劑はIn>2に付30gの割合を可とす。本削を地衣に撒布する場合に於ける藥削效果は 

・槪して地表下邊迄に於て著しく,40cmにては相當に輕減せられ60cmに至らば 

極めて輕微なり。施用冋數は夏期乃至秋期ー冋の冼用のみにては效果顯著ならす少くも春 

! 秋二回繰返すの耍あるべし。

次に毒劑酸性?鉛に付て吟味するに砒酸鉛の連川が土壊を悪化せしめて作物に影響を痛 

すべしとは旣に股業方面に於ても認めらる、所にして 彼のGosio (1892)の把えたる砒素 

分解菌 Penicillium brevicaule 或は Thom, C. Raper K. H (1632)の硏究せ・る Aspergillus 

sydowiの如きが土壤巾の砒素濃度あ弱むべしとの“兌は末だ一部の硏究的興味を唆るに過ぎ 

す。築若の調査に基けげ本削の連用は林業ー苗圃に於て亦惡’影響ありと認めらる。而も更に招 

意すべきは人畜に對する中毒問題なるべし。試にHercyniaを飛行機上より撒布する場合と

°砒酸鉛をコガネムシ胴除用として岡場に用ふる場合とを比較するに

AS2O5の含日:40% のもの1血當30kg........................... (1)
空中より撒布の場合’

As2O5の含量11%のものlha當50kg........................... (2)

■As205 の含な 33% のもの! ha 當 300kg-.........................(3)
圃場に鋤込む場合

AssOsの合邦:33%のもの1ba當400kg.........................(4)

(1)"藥劑が一様に撒布せられたるものと假定すればllu!當人初〇5川:は..... 12.0kg
⑵"の場合同じく1hn當AsA 邦:は.......................................53kg

(3)の場合同じく 一樣に鋤込まれたりとせば1ha當AssOc :吊:は ......  99.0kg

⑷ の場合同じく 一樣に鋤込まれたりとせば!ha當As2Oc己:は............132.。 kg
となりHにPb量は其!.8倍ありc勿論前者は空中より撒布し後啓は土壤中に鋤込むもの 

なるが故に人畜に對する彩響も自ら異るものあるべしと雖金風毒素たる砒素及鉛は降水に溶 

解せすして多くは土壤中に殘さるべきものと君へ得らる\が故に腹:な藥劑施用を行ひたる圃 

場に在りては耕耘,植付等の作業に當り人洛に對する保健上深慮を要すべし〇假りに此種藥 

劑にして更に效果的なるもの發明ありとするも成分の如何に依りては非常時下の吾國に於て 

共消費は極度に制限乃至禁止せらるゝことなきを保せす。此意味に於ても害蟲の防除には天
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敵就中培炎可能若くは’拒易に増殖し得べき病原體の利用は最も賢明にして有利なるは言を俟 

たす。 <

2•天敵昆蟲
原口亨氏に依ればスギコガネ(Anomaia testaccipes FOTSCH ULSK Y)の天敵昆蟲には 

Tiphin autumnalis FiOIIWER, Tiphia latistriata ALLEN et JAYNES, Prosena siberite 

(ドASUCIUS)クチナガハリバへあり,木下榮次郎氏に依ればマメコガネ(Poplin japonica 

NEWMAN)に對しては次の如きものあり。

Centcter cinerea ALDRICH

Entrixopsis javaDa TOWNSEND

(Jehromeigenia ormioidcs TOWNSEND

l^-osena siberita (IMBRICIUS)"チナガハリバヘ

Dexia ventralis ALDRICH

Promaehua yosonicus BLGOT シホー・ブ

Campsomcris annulata (IMBRK'IUS)ヒメ ハラナガツチバチ

Tiphia popilliavora ROIIWER マメ コガネツチバチ .•

Tiphia vernalis ROHWERハルクロッチバチ

Tiphia koreana ROII\VERテッセンクロッチバチ

Craspedonotus tibialis SCHAUM ヲサムシモドキ・ .

天敵昆撤の保護及之が移輸入の如き勿論採るべき策なるも,培養容易なる病原體が必要の 

都度多仙に供給し得らるゝに比すれば共應川的價値に於ては遙かに病原體に及ばざるものあ 

るべし。

3.野外昆蟲の裾病體採集例

がに野外昆蟲の罹病焼死牒に關し筆者の採集例を擧ぐれば次の如し。

硬 化 病 記號 Isarin Kogane (N0.124)

寄 主

ヒメコガネ Anomala rufocuprea MOTSCHULSKY 成 蟲

〃 〃 幼蟲

〃 〃 卵

スデコガ彳、 Anomala tc9taccipe9}MOTSCHULSKY 成蟲
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黑戲病菌 Oospora destructor (METSCHNIKOFF) DELACROIX と認むベ 

きもの(No. 363)

寄 ・主

スデコガネ Anomla testaceipes NOTSCIIULSKY 幼

コメッキムシ科のー轲 CElateridae) 幼

サピへウタンザ・ウ Scepticus griseiK KOELOFS 幼 篷
カブトムシ Xylotnipes dichotomiis LINNAEUS 幼 教

ヤママユガ Anthemea yamainni GUERIN 蛹

クスサ牙 Dictyoploca japonica BUTLER 姉

ハ>・チ科の一種 CTcntlircd inidae) 成 睡

ケラ Gryllotalpn africana PALISOT de BEAUVOIS 成 蟲

寄 主

ヒメコガネ Anomala'nifoctiprea MOTSCHULSKY 幼 最

スデコがネ Anomala tcstaceipes MOTSCITU I-fiKY 幼

〃 〃 卵

オホスデコガネ Anomala cost ata IIOPB , 幼 郵

サクラコガネ Anomala daimiana HAROLD 幼 蟲
サビへウタンザウ Scepticiis griseus ROELOFS 幼 鄭

・コメッギムシ科のー种 CKlateridae) 幼 曝

ケ ラ Gryllotalpa africana PALISOT <lo BEAUVOIS 成 蟲

Oospora sp. (No. 364)

寄 % 主

ヒメコガネ Anomala rufocuprea MOTSCHULSKY 卵

黃服病菌 Isaria farinosa (DICKS.) FRIES と認むべきもの(No. 247)

寄 主

匕メコガネ Anomala rufocuprea MOTSCHULSKY 成蟲

オ水スザコガネ Ano main costata HOPK 成蟲
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Isaria sp. (No. 212)

寄
•

主

サビへウタンザウ SceptictB grHPiH ROELOFS 幼蟲

マツナ山ザウムシ HylobitH abi.'tis IFarohli FAUST 幼蟲
マッキホ・シザウムシ Pi«jo<les nitidtH ROELOFS 成践

スVカミキリ Semiuiotiw jnponicus LACORDAI RE 成蟲

匕メスやカミキリ Gillidium nifipenne MOTSCHULSKY 成蟲

シロスザカミキリ Bnctoccm lineolatn CIIEVROLAT 成&

トラフカミキリ XylotrechiB chinonsis CIIEVROLAT 成蟲

マッノトビイロカミキ ヽ) MonochnnitB tesserula AVI LITE 成蟲

マツノキクヒム" Myclophihi? pinipenla LINNAEUS 成蟲

ニジフヤホシデンタウ Epilachno viginlioctomaculatn MOTSCIIULSKY 成共

マッカレハ Dondrolinnis spectabilis BUTLER 幼蟲No.108
ッガカノ ノ、 Fendrolinnw stipe huh BUTLER 幼蟲No. 239
オビカレハ Mahicosonm neiHfria testacea MOTSCHULSKY 幼蟲

プライヤマダラメイカ・ Dioryctria pryeri RAGONOT 成蟲

! 〃 〃 幼蟲

ヨタウカ・ Bnmthni brassiaie LINNAEUS 成綴

〃 ft 幼蟲

ノ、マキ力•のー啊1 CTortricidae) 成蟲

マツアワフキ Aphrophora flavipes UIILER 成蟲

アヲパハゴロ书 Geisha(lkti»ctissinia WALKER 成蟲

ブダウスカシバ Paraiitlirene regal is BUTLER 幼蟲

スズメバチ科のー种 CVcspidae) 成蟲

カラマツヒラタハ、・チ Cephpleia CCepluileia)koebelei ROTI\VER 幼蟲

ナシカメムシ Uroclicla lutcovaria DISTANT 成蟲

アヲメアブ 〇!nmathis chineiisis FABKICIUS 成蟲

寄 主

ヒメコガネ Anoniala rufocuprea MOTSCHULSKY 幼 蟲

Isaria sp. (No.185)

も 全

ナホスデコガネの見込 Anonuda cos fata HOPE 幼蟲
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Isaria sp. (No. 401)

寄 主

ヨタウガ !fcirathra brassicac LINNAEUS 幼蟲
〃 〃 姉

硬化病蘭(No. 234)

寄 主

スデコガネ Anornala testaceipes MOTSCFIULSKY 幼耕

チャイ ロコガネ AdoretiH tcnuiniaciilatiw WATERHOUSE 幼蟲

ッガカレハ DendrolinnH supcrans BUTLER 幼蟲

疫病菌 Empuga grylli (PREfiRNIUfi) THAXTER

寄 主

パッタ科一種 C Acrid itlae) 成 蟲,

コパネイナゴ Oxya viciiia BRUNNER von AVATTENWYL 成 蟲

綠號病菌 Nomuraea, pracina (DELACROIX) MOULBLANC と認むべきも 

の(No. 312)

痙病菌 Empusa aulicae REICH

寄 主

ヨタウガ Handlira bra&jicae LINNAEUS 幼 蟲

ヒトリガの一種 CArctiidae) 幼 觀

クハエタ・シャク Hemerophila atrilineata I>UTLER- 幼 蟲
イヘバヘ 4^ Musca domestica LINNAEUS 成 a

ハナキサナギタケ !saria japonica YASUDA

寄 主

ヨタウガ I^aratlira bra^icae LINNAEUS 幼・蟲

モンシロテフ Pieris rapac LINNAEUS 幼暗

原蟲病;汜祝 NoFcmn KUSUSAN (No.149)

19

寄 主

コガネ

ツ))カレハ

Anoninla tcstaceipes MOTS(-ILUI5KY
Pendrolinnw riiperfins BUTLKR

幼

姉

蟲

キサナギタケ Conlyeops militoris (ZINNE) LINK

寄 主

ナホスう’コカ・ネ Anon ml a costata 110 PIC 幼 蟲

(onlyceps soblifera BERK
a

ヽ

主

セミ科の-4fi (Cicadidne) 魏

硬化病曲 (No. 85)

•主

ルビーラフムシ Ccropl:istcs rubeiis MASKELL 成

寄 主

クスサン I ictyoploca japonica BUI'LKR 蛹

〃 〃 成 蟲

、〃 〃 幼 蟲

サクサン Antheniea peniyi GUKRIN 幼 蟲

〃 〃 姉

多角體病 Chlftmydozoa I raraakamainiai (No.1.50)

寄 主

マッカレハ Dendrolimus spectabilis BUTLER 幼 蟲

サクサン Antlieraea pcniyi GUE KIN 姉

クスサン ・ Dictyoploca japonic^ BUTLER 姉

ハラアカマヒ マ匕 Lyniaiitria CLipaxis) ftnnida BUTLER. 成 蟲

〃 幼 蟲
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4•傳染性病原體の覇除上への應用

ヨタウガ Barathra brassicae LINNAEUS 幼

クスギカレハ Dendrolinnis^undans excel lens BU 幼 思

シロスデカミキリ Batocem lineolatn CirEVROLA i' 幼 患

Hirdutella neo-volkiana Y. K. (No. 275)

寄 • 主

スゲコガネ Anomala tcstacei|)es MOTSCHLHSKY 幼

少しく注意して觀察すれば自然に於ては傳一染性病原欄に依って拒病疑死するもの意外に多 

きを知るべし。幸にして有害昆蟲の胴除に姑等の病原微生物を利用し得ば,假令夫れが化學 

藥品の如く速効性ならすとも而も人工の及ばざる廣範I用に豆って何れかの世代に執念に岡爭 

を続けて遂に是を殲滅せしむる効果あり〇

而して是等天敵の利用に當り带惹すべき點は

1.効果顯習なること

1. 移輸入先の環境に對する適應性を确むること

1.繫殖カ分散力及是に對する二次害敵の•有無

1. 他の產業殊に關係を有する養孫業,或は柞の飼育が業を絕對に劫さざること

等なるも更にSamuel A. Grahim (1939)に依れば

1. 寄生源は高度の増殖力を有すべきこと

1.寄生體と寄主とは同時發生を要すること

1. 寄主の交替を耍せざること ・

1. 寄主少ぎ場合にも之を探索して傳染カ强窪ものたるこi
1, 他の寄生體と重復せる場合是に勝るべきものたること

等あり〇更に實用上には培逢容易なるか若くは微虽:を以て効力施大なることを要す。而して 

コガネムシ類の驅除に病原微生物を利用せんとの企ほ旣に古き歴史を有す。コフキコガネの 

ー楝 Melolontha vulgarisは1866年より!870年に互りてフランスの一地方に瑕しく繁殖 

し1885年にはデンマークに大發生せる記錄あり。

Link は旣に!809 年に本害蟲寄生の Sporotrichum densumCde Bary は Botrytis bassiana 
としSaccardoはBotrytis bassiana var. tenellaと呼び後Isaria densaとして扱はれ現今に

2i

於てはBetiuvoria tlonsjxと盼!tらる)を發見しLo Moult (1890)はフランスに於てBeauveria 

de.isaに因り殖れたる幼蟲を7月に10% 9月上旬に6〇〜70%下旬には更に多くの罷病體 

を觀察せりと云ふ。

本病原菌は1880年〜1890年の頃歐洲殊にフランス,ドイツ,デンマーク,スエーデン 

ノールエー,ポーランド,ロシア,ハンガリー,オーストリア,イタリー等に廣く蔓延し, 

爲めにコガネムシの危’ぷは北部フランス,ドイツ,デンマーク,スエーデン等に於て殆んど 

絕滅せりと柄せられたるも,共後1924年の頃より北ドイツ,デンマークに幼蟲再び圾殖・し 

病菌も亦曜.内發見せられたり。

Mfiller (1932)は新壑地に於て本苗椎病幼蟲の多數を採りEckstein (1938), K. Mayer 

(1938)亦是を認めたるも幼蟲推病率は所に依り或は90%を超え或は僅に1〜2%に過ぎざ 

りしものありと云ふ。Karpinski (1937)の實驗に依ればBeauveria densaはコガネムシの 

莉類に依りて侵犯性を異にしMelolontha melolonthaはM. hippocastaniに比し罹病し易し 

とせるも 而も本病原苗はMelolonthaのみに限らず更にAnomala Frischii, Anomala vitis, 

Polyphylla fullo, Lachnostcrna fusca, Tcnebrio niolitor, Diptera の幼蟲,蛹竝に Hymeno 

ptcra, Lepidoptoraに廊するものに漩病性を認められ實にBengtsson, S.(1900)の如きノン 

ネマヒマヒ蛹及幼揪の殖れたるを觀察せる例あり。本菌はコカ‘ネムシに對して槪ね幼蟲,蛹, 

成蟲に寄生するもHornbostel, W.(1939)が本送i仔毒株を卵屹接種試驗したる結果に依れば 

溫度i(rc,・22’〜27°cの何れに於ても卵の招mによく發育し卵殼は暗色を呈し4乃至6迥間 

にしてCoremiumの形成を認めたりと云ふ。共症徴を觀るに先づ本病苗を接秣せば10日に 

して児死し卯及幼僦は'汚赤色を帶び漸次硬化せば濃赤色乃至帶紫紅色の木乃伊狀を呈す。 

是を多濕知nに放置せば蟲體より白色のi宥絲を抽出して屍滥は白綿を以て被包せられたるが. 

如き觀を呈し耐Iて回筒形胞子を形成し後分判包子を生す。

Delacroix, Prillieux (1890)は北部フランスに於て幼蟲罹病體よりBotrytis tenella 色 

黄弥溯菌)を分離し馬鈴映片に培養して形成せらるゝ胞子を砂共他安價にして殺菌容易なる 

材料に混し或は水に浮遊せしめて是を幼毒の驅除に試みDelacroi、は更に胞子の發芽力を 

ー害せざる程度に滑イ］粉などに混し風上より撒布して効果を擧げ或は馬鈴璃培養とし1ha當 

5 kgを・上に混じて施川したる結果,耕地 国に於て•冊病體1萬乃至2萬を算せり。Frank 
(1893)は幼蟲50如宛を資料として本菌を試用せしも僅かに斃死率3.7%〜6.0%に過ぎず 

して應用俄値を認めすDufour亦試川の結果野外に於ては苗の發育良好ならすとせり。斯く



してFrankは「ネキリムシ駅除こBotrytis tenellaは効果的ならざるも他河瑚肥、の試用は 

意義あるべし」と結論せり。尤も玦・。血(1890) Marosi, Ginrd, A.(1891)は野外の‘實 

施に効果を擧げ施用耕地に於ては共後(1892 —1923)約三十年間コガネムシの被吿を免れ彳’、｝ 

たりと稱するもJonas (1933)に依れほ施用後の効果は一ケ年なりとせり。別にKarpinski 

(1937)が林地に於てコガネ厶シ踞除に試みたる紆果を覩れば撒布地より1km以內に在り 

ては罹病率24.5%,1-2 kmに於て19.2%, 2-3 kmにて1L2%, 3-4 kmにて5.8%に 

して? kmを距るるも尙感染せりと稱せらる。

本菌のみに止らず Oelacroix (1938)は幼蟲に !saria destructor (Oospora dcatructcr)の 

接種を試み共他尙 !saria anisopbiue Met., Sporotrium glabuliferum Speg., Cordyceps militaris 

Link, Cordyceps Sinensis Sacc., Laboulbenia ploliferans Thaxt.等試川せら".た”緋’>リ 〇 

細菌には Bacillus graphitosis Kras, Bacillus scpticus insectorum Kras あり。史にクロ コガ 

ネ幼蠢の傳・染病原として最近^licrococcus nigrofacienBありさ雖何れも遺憾ながら今H ・道廣 

く實用化せられたるものあるを卩”かす。H B,unck(1939)の如查は今日尙病原阳利川の防 

除法に對して共價値を認むることなし。

5.本硏究に於て新に採集せし病原體

數年來願井地,術葯園,苗圃,森林等よりオ•ホスヂコガネ,スヂコガネ,ヒメコガネ等の 

幼蟲多敏を採集し共申罹病/若くは病死般と認むべき描牆より微生物を分離し,培養し街ベ 

き菌類及細菌は之を純粹培養して夫々接仙試驗を行ひたる結果次の如き右力なる病原澀を捕

へ得たり〇 .

(1)-Isaria Kogane

家鶯蛹煎汁寒天一,暗室25°C十日間培養に依れば

な新上の位置.

(a)形德友性質(第一圖)

分生胞子艇・色,•樹回形,?仕胞

大さ 2.1—2.7—3.7/,x 1.4—1.8—2.2〃

馅子梗上に連鎖状をなさす

护子梗無色隔膜あり分生す幅約2.5/¢

’多數集りてfiynneinaを形成す〇

推子梗束は棍1•奉狀を呈し分岐することなし

Isaria Kogane敝
1•捨子梗束
2,分生胞子を芯けたる損子・極

3•分生胞子

第三圖

Isaria Kogane^寄生のヒメ =»ガネ廃屍 

体中に觑らるゝ馅酸結品

第二圖

Isaria Koganeの地中に於ける繁殖狀態 

施用ーヶ月後博培養蛹を核とせる土塊 

x %
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さ約 L0—L5 cm

如邪直後約1.5—3.0 mm

分生胞子は頂生乃至囲生础mw水清氏”小珈

(b) 培やふ上の性質

木苗は家皿蛹煎汁宾天上に於て胞子の形成極めて少く馬鈴碧煎汁寒天(明,暗) 

诙は乾杏煎汁寒天(明)に於て・稍・多忙に形成する等一般家;U硬化病菌の性質と趣を 

•異にす。依て本菌の培琵上の性'賞(菌體の發冇度,空中菌絲の發生度,胞子の形 

成度等)に付きがn培養恭を川ひて觀察を行ひたる結果胞子形成度,槽子梗朿發 

逹皮%';培羨基の紙類或は明暗冗によりて大差を示せり。然れ共 本菌が槽子梗束 

セ形成する利!屬の的なるガは何れの培揆基に就て觀るも明かにして,之に形成せ 

られたる分生胞子の集積は何れも肉眼的に淡黃色を呈せり〇

(c) 所 ®

本菌の於子梗は多數相集りてSynnemnとなり共頂部乃至照部に胞子を分生し, 

分1胞子は無色,單胞,椅皿形にして連鎖狀を呈することなき點等より觀れば共 

所風は

Class (綱)：Deiiteromycctes=Fungi Impcrfecti (不完全菌類)

Order (目):Moniliales (線菌目)

Family,(科)：Stilbaceae (くもたけ科=束狀菌科)

Subfamily (亞科):Tlyalostilbae-aiuerosporae (無色ー單細胞々子亞科) 

Genus (風):瑚血Pers•にあり。

從來Isaria廊菌にして昆蟲寄生I蜀として知られたるものは內外を通じて約60種 

1變脉を却:し,共中本邦に於て•報活せられたもの凡そ7種あり。今本菌と夫等 

7種の!saria風曲の記載とを比較するに,分生胞子或は子眞體の性狀等の諸點 

に於て共何れも本蘭に合致せず〇、海外にて報ぜられたる30.數種に付ては記战極め 

て簡單にして比較し難し。本菌の培養基上に於ける性狀は!saria farino知(Dicks) 

Fr.に近似せるも,共胞子の性狀共他に於て稍異り兩者を同一種と見做す能はず。 

断くして本菌は從來報吿せられたる幾ヨ昆蟲寄生Baria風苗とは恐らく別種に 

して新種:の見込なり〇依て取敢す教に 號!saria Koganeを以て取扱ふことゝせ 

り。(菌の形態及性質謳!査に付ては険琲狀驗場技師靑木淸氏の助力を得たる所多し
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玆に特記して謝意を:表す)。

(d)病 徴-

本-菌篇蛹培養を地申1〇知前後に鋤込まば本蘭え叢のため周囲の土壊は包被せられ 

て共所に姉を核とせる梅川咳の上塊を形成す。(第二圖)共大さは土壤の・秋爪濕洲 

度等に依りて一異るべきも壤土,址質壤土等に企りては阪々共徑5 cm •前後に達す。 

共內部には蛹を蕊として多欢の棍附I肅j絲よを挺出し分生:胞「を形成す。幼蟲は段 

両傳染に依りて發病し巡動不活液となり簇死岡位は幾分汚赤色を呈し乾燥す」Iば赤 

色を増して硬化するも淋潤鼠中に在らしめば氣門及環節間膜より帶淡紅白色の南絲 

を抽出し頓て蟲臆は白綿を以て包まれたるが如き觀を呈す。發了fせる本菌な彪に依 

り周圍の土壊固結して土塊をなす點は菌圮揆蛹の場合と同樣なり〇蟲泌の內部は乳 

白色を呈し檢鏡すれば四筒形胞子あり修酸結威認めらる。(弟三圖)

培養基上の性質

、、培

卜"卷

、、基
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(e)本菌の家獄に及ぼす蹈響

供試菌及蠶兒

Isaria Koganeのネキリムシ煎汁寒天蜻養塞上に形成せる分生胞子1白金耳量をIce
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滅歯水中中振選して原液とし其10培稀釋液を採り試蟲には二化性國球日!n號

國!u支1〇7號交雜不越年六月二十六h庄卵七月七日發生第一齢盛盆期を供用す。

応 置、

r!然の狀態に近からしむるため蟲體に對しては殊更病歯の皮杓塗抹を行はず理ら病 

曲胞子の稀样液を皿兒及桑葉上に噴齋せり〇

m 胜 S兒數
n 闌
鮭全吸

斃 0

幼 蟲

數
隸 中

備 考

標 準 100 87 3 10 斃死徴此には接种凿 

の繁賊を課・めす。
Isarin Kogane 
按 莉

100 92 2 6

供試苗及な兒

前叫と同樣なるも皿兒は第四齢盛食期とす。

處 愷 I!兒败 ョ繭能仝吸

斃 屈 數

幼 蟲 箴 中

標 率 100 92 3 5

Isaria Kogane 接啊｛ 100 94 5 1

斯くして!saria Koganeは撒布接種〔に於てはな兒を侵犯せざるものと認む。

更に靑木淸氏は「スキムシの黃批病苗はな兒に對して家联黃亜溯菌と殆んど同 程度の 

侵犯性を示し兩種間に病原性の分化現象を認めざるも東京府日野町附近及埼玉縣加須地 

ガに於て調あせるに場所と時期を論せず黄脈病菌が野外のスキムシに對して侵犯性最も 

大なるにも拘はらず同地方の家急に黄彊痢の發生あるをIJHかす。此爭實は果して如何な 

る刊!山に恭くか...スキムシと家联の生育過程・に於ける環境の相違に因るものなりや將

乂自然界に於ては各種昆蟲に對して夫え特殊なる病原菌が高き侵犯性を示’す結果に基 

いて他の寄生•｛宥が活動の機會を失する場合ありや此點今後の硏究問題なり」とせり。又 

策者が昭和十二三年頃束京府淺川町横山村附近及神奈川縣甲i垂郡相原,橋本附近に於て 

調べたる所に依るも自然に繫航せしハラアカマヒマヒの多丸!禮病は浩んど共地方の套急 

に影縛なく,更に昭和十四年に同地方の桑畑に夥しく發生せるヨタウガ幼蟲がEnpusa
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aulicae及Nomuraea pracinnに因て殲滅したるも地力U業には何等の彩響ありしを卩H 

かす。是に依て觀るも昆蟲病原が置驗的に家なに到して侵犯性ありとするも夫が野外昆 

攝に自然發生せし埸合必ずしも家皿に恐城を來すものに非ざるべく殊に本菌の如彦接稀 

試驗の結果に徴すれば實施應用上何等懸念なかるペし。本菌はサビへウクンザウ劾攝及 

ハヾチ類の如く幼攝態にて地而久は地中に越冬するものに旳して亦効果あり。

(2) スヂコガネ,オホスヂコガネ幼蟲が怜もbacillus prodigiosusの寄生せしか或は 

Prillieux及Delacroixの分離せ・るEotrytis tcnella苗に依て裁れたるものゝ如く何れ 

も赤色木乃併狀にして環節離れ易き丘狀を呈するものあり。本資料より分離培逐し得べ 

ぎ各利肅類及細菌を以てネキリムシに接村献酸を試みたるも未だ病原の本般を捕へ難く 

恐らく病原は人工培羨困難なるものとの見込なるも更に調査中なり。本病徴ある暁死 

體共ものを以てネキリ・シに接すれば容易に傳・染して毒性を發揮する點は興味あり。

(3) Isaria Kogane 隨伴細・歯(No. 238)

細菌の形態及性質

菌體は短桿狀枷I形に近く,大さbouillon寒天24時間垢溪のものに於ては0.8〜 

1.6x0.5〜0.7" なり。南般既ね孤立するも時に二個以上の結合せるものあり〇

寒天斜面培養

定溫28'Cにて發ー育良好,斜而の・部は絲狀に發17し上部は點綴狀となる’蘭は扁 

平にして濕光を有し表而少し疣狀を呈す半透明乳色臭氣なく粘嗣なり。培養古きも 

のは粘稠なる膜質をなす。

膠質斜而培養

最高22”C最低16'C中に於ては24時間に殆んど發育せ・す。

48時間後始めて發育せるを認む。

發育良好,菌府は絲狀扁平にして濕光を宥し表面平滑,牛透明,乳色見氣なく粘稠 

なり膠質を溶解す。

寒天扁平培養 »

48時間以上にして始めて聚落の形成を認む。聚落は點狀にして表而平滑扇平,周綠

全綠,內容は均質にして牛透明なり〇培養2-°C

寒天穿刺培逢

穿刺滯の上部は下部より發育良好,穿刺滯內の發育は絲狀なり。培養28°C
膠質穿刺培養J6°〜22°C

所

徐々に凝固し 牛乳をアルカリ性とす,色調少しく變化して靑色を帶ぶ。

Uschinsky 氏液

發お・艮好にして溷濁し沈激を生す僅かに被膜全形成す。

Cohn氏液

Uschinsky氏液と同じく發育な好にして被膜を生・ず。

Bouillon 培逢 288C

液の表i面に砂粒狀無數の小なる由軒iを生じ特に管壁に沿ふため輪を生す液は1樣に 

溷濁す。

溷濁の程度 へ

溷濁中庸 液は粘利ならず溷濁期HU相當長し。

沈 澱

粘土狀沈澱を生ず。

沈澱の!ik
5W祥忤培養 馬鈴・汁 糖加Bouillon 硝酸加里Bouillon閉管部に於ても下部は

溷濁す。沈澱の里多し 瓦斯發生を見ず。

細I肖の發育によって起る培逢长反應の變化

著しくアルカリ性に傾く。 ・

細菌の抵抗力

「1光に對する抵抗力(昭利!4年8月25 FI(束京)H|lj•直射日光下)

1 3 5 ■ 10 15 20 25 30 60分

曲 卅 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

灸鹽に對する抵抗力

(Bouillon "中灸鹽5g添加培養基)

0.05 0.15 0.25 0.35 0.45 0.55 0.65 0.75 0.85 0.95%

卅 + 一 — — — 一 — 一 —

細菌の發育と温度
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35P 40'C 45°C 50P 55°C 60'C 65°C 70*0

卅 卅 册 卄 — .— — —

漿剤に對する抵抗力

硫酸弱に對する抵抗力

1000侔液 2000侔液 4000倍液 5000倍液

60分】20分 180分 60分 120分 180分 60分120分180分 60分120分180分

— 一 一 + + + + + + + + +

昇汞に對する抵抗力

1003倍液 50Q0倂液 10000倍液 15000倍液

60分 120分 180分 6(:分120分180分 60分120分180分 6つ分120分180分

— — — — + — ーー +

酸及アルカリに對する抵抗力

ア燥に對する抵抗力 /

I" % 2 3 4 5 6 7 8 9 10 15 20 3011

+ + + + + + + + + + + + + —

細菌と酸素との關係

好氣性細菌

細菌の還元作用

I・ 硫黃,亞硫酸,硫・機よりの硫化水素發生は應糖紙にて認め得ず

2, リトマスメチレン靑を脫色す

3. 硫酸鹽を芥砌酸に變せず

實驗に徴すれば本細菌は!sa ria Kogane菌に隨伴せしむるを効果的と認む。
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(4)靈i对 Bacillus Prodigiosus .

本曲は水,土壊,牛乳,馬鈴装,バン即埃等に混官诚は寄生し赤色素を分泌して基 

質又は寄主欄を赤變せしむ。

木南はな兒に對して經口的には何等の病原作用なきも,血行中に注射せば猛烈なる毒咎 

を現はし死後も體內に緊殖して屍黑セ赤變せしむ。本・間’1院は溫血動物に對して病毒性 

なきも他の|肖と共に接稀すれば共發病性を助艮す。Bacillus tetani Nicolaierの如きも單・ 

狙にて破傷風病を起さ祺場合 靈遺の培浅を混すれば忽ち發病せしむる歩實は醫學上著 

名なりC

岡本淸太郞氏(大正10年)はれ菜妍蟲がEntomophthora phidis Hof • annのため病死 

する際爆々児死般が赤色を呈するは蝦值の奇生に依ると云ひ卜蔵梅之亟氏も赤揚站撕軟 

化病々原Bacillus Disparis Ilori etIJokuraを硏究し,商蜀が共推性を助成すと報ぜ 

り。ネキリムシ病死體•にも本谓の寄生に依て赤色を呈するものあるが故に本細菌も亦混 

川の價値ありと認めらる。

G. Isaria Koganeの培養及施用

コガネムシの幼蟲從病肥より!saria Koganoを分園!し,ネキリムシ煎汁寒天培養甚上に發 

冇せしめ共菌叢より一白金耳を採り之をl°°ccの殺闲水に稀釋せるものをキンチャコガネ 

の蛹20個體に塗法したるに胞子數は詳にせざりしも內17個嘴は木苗に感染して斃死せり。 

幼蟲に對しても實喩的には相當の發病性を認めたるが故に別に試驗區として徑84 cmの土 

管50個を縱に埋・込み之れに昭和"年8月郭F1所産の健全と認めらるゝヒメコガネ卵各 

200粒宛を地下10cmに置き細目金網を以て覆とし別に本菌を下記培羨基

‘乘 乾鋸屑 3.0 kg

大 豆 粕 2.0 kg

k 料 2.0 kg

コ ガネムシ粉未 0.2 kg

替 汕 A Al

、水 6.0 Z

に培養し約1ヶ月後充分發育して胞子形成せるものを混和し10aに付2Wの割合にて施用 

し 撒布後2ヶ月にして次表の如き結果を得たりQ
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同樣にしてが業用圃場に施用後ニケ月にして調査せる結果を擧ぐれば

處 K 33號 供試卵败

凋呢當旳の幼愚吸

備 考
生 
る
權せ 

1.の

本領寄生 
の聚院

秋化刑に 
依る斃屍

1 203 68 — 2 本關死は東京府南多な

標 準 2 〃 69 一 — SKHSHiTSBlIて施行す

3 〃 57 « 一 2

1 200 〇 5 —'

本黄・施 JIJ 2 I ——

3 〃 29 — —

1H K
而玮丨供試 

而釦幼蟲取

働 當1存の幼蟲數
備 杉生棲せ 

るしの
本敝寄生 
の斃屍

軟化病に 
依る曉騒

標 準

本苗施/U

】延|
200 400

200 400

110

35 9
4

4

試料は8丿J 2611產卵 
9月1011孵化の佛全 
なる幼愚とす

Isaria Kogane培養装質としては大豆粕,k粕,コガネムシ煎汁共他柄々あるも培養容 

易にして價格低廉旦つ植物に對して肥效あり 更に谋iの保生上最:も適當なるは製絲工場の副 

産物たる瑯派率构(以下略して獄蛹と呼ぶ)を措いて他に見當らざるが故に實用上には环ら是 

を使用せり。干蛹に共重・吊:と略辱な:の水を加へ Autoklavにて25Poundに1時間及28 

Poundに1時間の二回役菌を行ひたる後本蘭を接麻して20~23°Cに培養せば約3週間に 

して充分發育す。(第四圖)以下本苗の歸岫培養に關する成紐を記述せんとす。蠶姉拝粕は通 

例肥料として利用せらるゝも是を培養暴としてIsaria Koganeを培粪せば浒に曲の發育良好 

なるのみならす灣蛹の有效荘要素は増量す。

本谓を坪i・養せる聯蛹搾粕と培養せざるものとの肥料僵値

成 , 分
Isaria Kogane 
せる!•の

を培卷
本苗を堵養せざるLの

% %
水 分 51.99 51.15
窒 素 全 衆 • 5.19 4.89
ア ム モ 二 ヤ性 空素 0.87 0.05
水 部 性 案 素 1.45 0.52
燐 酸 金 衆 0.45 0.82

健全ヒメコガネ幼蟲

Isaria Kogane谓の寄生(こ因 

り斃死せるヒメコガネ幼蟲
’乾焕氣中に於ける、
、病原浦の繁成狀懇丿

x 2.5

第一圖版
-- ' »-« ■ ■— . ...............................   W

Isaria Kogane菌の寄生に 

因る罹病ヒメコガネ幼蟲 

x2.5

Isaria Kogane苗の寄生に因 

リ斃死せるヒメコガネ幼撮 

,地中に於げる病、 
、原Kの繁或狀总ノ

x2.5

Isaria Kogane関の寄生に因り 

斃死せるA notn ala salentula成蟲

［地中に於ける病、
IV!の繁殖狀態丿

x2.5 ,

Isaria Kogane菌の寄生に因!

斃死せる Anomala salentula成蠢

f多・篇中に於ける、
［病原閏の繁瑚狀慝ノ

x2.5



PL. I.
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W

片 分
Isarin Kogane 
せるしの

を培養
本、尚を培卷せざるもの

可 溶 性 燐 酸 0.56
%

0.38
加 里 仝 量 0.29 0.25
右 機 的 41.59 47.11

111 脂 防 5.35 11.63

蘭培養蛹の施用代は反當40-60kgを標學とし。段定排地の全而に撒布して地下1〇cm 
前後に綱込むものとす。苗培養蛹の價格は共ゆ料たるな蛹押粧の時價に支配せらるゝこと多 

し〇假リに南培爻蛹をー冋に反當60kg施用するもの上せば原料・たる皿蛹は30kgを要す。 

共價俗3财〇とせば殺菌,接種等の•操作に要する經費を加算するも5円00を出です。尤も 

時敏下の商取引に在りては價格の如き時に常軌を失するものあるも斯る特異の埸合を除いば 

昭和15年度には原料,勞銀専の昂騰約6削を見込むも60kg當削00程度なり。而も共8 

削は原料たるな蛹代にして,萌接融の操作に耍する直接我は僅かに共2削のみ。

Isarin Koga no培養蛹を腐熟堆肥に混ずれば本菌々絲は堆肥上にもよく繁殖す。耕地に撒 

布せ・られたる関は頓て發!?して共周I用の土地を闌絲にて包み恰も蛹を核とせる小土塊狀を呈 

す。本菌に依りて殓れたるコガネムシ幼蟲も同様に核となりて土塊をなす。次に本菌のコガ 

ネムシ幼蟲に對する忘性に關し二三就驗の成結を舉ぐ旺ば次の如し。

本i宥の幼蟲に及ぼす应牲

處 価 供腿數
の幼蟲败 備 考

標 準

憤培於蛹反當40 kg割
60
60

48
13

ナホスザコガネ幼蟲を用ひ昭和12年6 
)125fl芯手,翌13年3月22日朝佐を行 
ふ

供賊蟲

處 供找蟲數
の幼蟲數

備 考

標 準 50 22 昭利12年9月23日木苗施行, 翌年3月

頂培捷姉反當40 kg割 50 〇 31日朝正す
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琥 置

種 類 産卵月n
9月20n供用
當時幼jftiowl, 成 扱 採 集 地
當正償 ！

ドウガネブイブイ 

オホスデコガネ

7月31日

8 月 6 FI
8-9g
0.7

束京所在クスギ林

束京仰恩万村洗ノ浑仰料地スギ幼怖林

深さ60cm徑65cmの土管12個に締別吟味せる土壤を容れ內G個に15年8月20 | |本 

凿15日培養蛹各50gを施用し他の半數は共ま、標準として土管1個當幼雄1〇照宛を9月20 

日に配して飼育し12月14日に結果の調査を施行せり。囚に乔土管は圃埸に埋設し幼尚には 

クロ ーバー共他の飼料を與へ常時細目金網狀を以て被覆せり〇

結 果

處 供 試 蟲 供队最數 生息せ
L の

本偵辩病 
と認むる 
しの

快化科と
昭むべキ 
しの

聪死不明

本Hi施 m ドウガネブイ プ 30 3 16 1 10

標 準 〃 30 21 — 1 8

本做施 用 オホスデコ ガネ 30 1 1 一 28

標 準 〃 30 13 — — 17

觀 察

本菌のコガネムシ幼蟲に對する侵犯性は强大なり,斃死不明なるは罹病後時Hを經過せる 

ため鋪體垣滅せるものと認めらる。

ヒノキ,スギー回床替苗木に及ぼす效果

ヒノキ稚苗に及ぼす效果

處 昨

匕 ノ キ ス ギ
備 、 考

無被吿
良 Ilf

乎 均
地上高

無被世
JX i'h

平 灼
地1-,高

標 準

甫培養姉反當40 kg割
1547
2659

cm
19.8
24.2

木 
1498
2346

cm
27.6
31.0

供試本敷3000本にし 
て13年4月苗手。建年 
3月制布マ。

Hi ire 無被吿J'5T 百本當 
生體示か:

備 考

標 準｛

苗堵卷蛹反當40 kg削|

本1474
1714
2682
3590

92.4g 
92.0

124.6
125.9

昭和13年4月22「「ヒノキ轲子を播则iし 
術培養蛹は像め床に知與す同年12月1 
日働卉せリ。
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ヒノキニ冋床替苗木に及ぼす效果

處 此 百本當生健代确 備 考

準 3.90

憤堵蜜師反當40験割 5.00
艮野縣西筑陳郎招I'・村帝室林野局三冏IE所に 
て昭和13年4月上行同年11月謳正す。苗木の外 
敏は標準岡に.I匕し針葉著しく綠色を呈す

苗木の生育に及ぼす效果

處 近 百本當生｝15垂量 備 考

棟 準
kp

9.9 試姦做而帯,ft 300in2ヒノキ二冋床科

苗培恭姉反當 40 M割 13.3 111 ft 7590 木

昭和14年3月23 nm枠及菌施用,同年12月25日關査,球姉施用虽は菌培養のもの15kg

無施川區には闌培夷!5kg川常峨たる蛹7.5kgを與へて略旅肥拈を均偽とせり。

更に本處置I応に於けるコガネムシ幼尚の生棲狀態を調査したるに苗増設蛹を栅用せる地區 

に在りては,然らざる個所に比して幼蟲敷著しく少く而も尙共半數は本菌により遂に罹病贍 

死す。

處 催

幼 お 败
備 歩

外槻上健全 
なるLの 本Wに因る德屍

標 ・準

術培羨姉反當40 kg割

685

146 125
昭和15年3月19日阀在

な姉及本菌培滨灿の種子發邙に及ぼす影唧

處 K
外敏上 
て飼肯

谜企なる幼 
n •罹病せる

蟲にし 
tの

備 考
健金と踞め 
らる、|の

本苗1- IM 
る聽屍

軟化病隨属

標 準

苗培養蛹反當40kg割

639
68 68

46

10

昭和15年5月21日耻

!i£ K 供狀アブラナ 
和1 子粒吸 發 芽 率 伽 考

摄 準

術培養蛹反當40 kg 割 

缺蛹反當20 kg割

200
200
200

%
72.5
74.5
20.0

蠶蛹のみ用ふる場 
合には主として右 
機酸のため柯子の 
發芽を組止せらる
、もの、如し
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联蛹及本菌培龚蛹の聞子發平並に苗木生長に及ぼす影粋

ヒ ノ キ アカマッ

備 貯
兩場に於け 
る發芽率

奇木•本 
當地1:髙

廁場に於け 
る發芽率

あ木一本 
當地R高

標 準
% 
84

. cm
6.3

%94
cm
5.8 跋蛹は何れI地下10cm前

當20 kg割 41 8.8 48 6.4
後に施す。播轲は昭和13年 
4 JJ 22||我芽率调住7月I3

術培卷蛹反當40 kg割 85 11.2 93 8.4
11〇帝木地上高は50本に 
付12月14日に朝住す。

菌培養蛹に隨件細菌添加湖水の苗木生育に及ぼす影野

’處 l& 苗-木本數 重 Jit 一本常
m it 備 考

Lt, 匕ノキ二回床蓉苗各400本仇:川

苗触施用溜水區 366
Kg

26.3 72 甫施用及床替任14年3月30[|にして同年12 
月24日副任す。
御の施用川:は培舞姉5kgに圈作微を添加

舊施用匿 380 82 す,帝施用帆には該值5k&培卷:価相當求
を施與して肥料を略」勺擀ならしむC苗木 
咎と同咛に43花に洲水をなし以後は標準

菌施m滩水廨 393 36.8 91 恨及如水临のう•夏期に皴回沸水す- 

圈作細苗には大立柏,嫩[i及缭節煎汁堵
養我を用ー

菌培表蛹施用瀨•水の苗木に及ぼす效果

處 從
無被害 
7.T本數

百本當
5R 量

備 考

菌無施用沸水區

itli 水 恨

苗施用谜水恨

295
392

475

kg
2.6
3.2

4.4

施用區各40m? t ノキ苗木床替本奴各528本 
13年3 H2QHに術施用及床替,翌14年4 )]27 
日調死す。
惜施用艇には鋸屑培荏のもの5 kgに本苗の 
隨作細苗を添加Lて施用す,肥料には各麻平 
俗に大立粕を施與せリ。

東京府林業課に依頼し同課所風淺川苗圃に於て試用せし成績

試驗 處
苗木百木 
當 2R iit

幼姓數
20 m2 備 考

扁 柏播秤
床:

標 準 VK
g

18 100 束京竹經營淺川苗削に於て昭和M
施 用 M 30 20 年5月2日施行,昭和15年4 )]10

標 準 区 51 600 n瀾控,施用恨に於ては施行の當月

杉 播秫
衬

施 m 應 82 100
に稍喰・害ありテ:るし共後は始んど 

被害の跡を認めずと云ふ。

標 準 術 7875 800
杉 床替 床1

施 用 12375 250

南洋委任統治地產コガネムシに對する毒性

南洋サイパン,テ=ア,
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ロタ烏に於ける也仞以斜顷に一大恐学を爲せるコガネムシには 

Anomnla salentuln, Anomnla oricntalis ’峦あり、後者は和ハセマダラコガネにして旣に內地 

疔のものに付經驗あるも曲招こ對しては本南の志性明かならざるが故に取敢す南洋興發株式 

何社を介してIwrin Kogtmcの接何i試股を狀みたるに幼蟲,成蟲共に病卷顯苗にして幼蟲に 

對するポット試驗に於ては本負に因る稲病率93%を示し共他は軟化病に因りて全滅せ・り。

本菌は・:にコガ・ムシ幼揪に對して駅除的效果を認むるのみならず更に姑と類似る被吿を 

舟す彼のサビへウ»ンザウ幼愚火他ハリガネムシ,ケラ・こ賞して亦發病性あり〇更に冬期 

幼蟲態にて地ドに越冬するマツノミドリハバチ,カラマツヒラタハバチ類にも卓效あり〇

叙上の成績を要約すれば

7. Isaria Koganeの毒性に基く效果

1 本谓は筆符が多數取扱ひたるスヂコガネ,オホスヂコガネ,ヒメコガネ,サクラコガネ 

ハナムグリ等の範園に於ては夫々の幼蟲に對して岸しき悠IL性を有す 從て林紧苗圃の 

みならず•體碣藝耕地及造林地にも利用の價値あり〇

1. サビへウタンザウ幼蟲に對して亦同じ。 .

1.本菌は吿蟲驅除の目的を以て圃場を浸水せしむる場合にも效果あり。

1. 本菌はマツノミドリハバチ,キハバチ,カラマツヒラタハバチ等幼蟲態にて地下に越冬 

するものに對して亦诲性あり〇

1.害蟲の喰吿を防除し得るため苗圃染業に6:りては得苗敷多く「Lつ早魁害或は冬期地表凍 

結に呆く苗の倒伏吿に對しても安全性を増す,農作物に於ても效果を認めたり〇

1.從來堆肥はネキリムシの埶殖上溫床たI)しも,完熟确肥に本菌を混和すれば共堆肥中に 

發育するため本害蟲の防衛上極めて效果的なり。

8- Isaria Kogane培盖蛹の肥效に基く效果

1.干岫並:に摄蛹搾粕に比して有效態要素は增仙し粗脂肪は是を減するため肥料として使用 

するも極めて有利なり。

1.飾の如く種子の發芽及甲析植物幼根の伸長にー影皆することなしt

1. 苗木の生長良好にして個體の重量亦大となる。

1,地肥に混じて地下適當の深さに鋤込まば稚苗の根系は徒艮すること少く共部分に細根よ 

く發達す。

1.人や,農林作物,家職等に對して何悸の影唧なし?.
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L價格低廉にして取扱容易なり〇

斯く觀じ來らば!saria Koganeは股林葉上の大敵たるコガネムシ,サヒ・へウタンザウ,並: 

にハバチ類の幼蟲防除に卓效あり,價格亦低廉にして好箇の珊除材料たるべぎも吾人は『［に 

共制點にのみ眩惑せらるゝことあるべからず,共實施に對しては愼币:の旳慮を要すべし。

9.實施應用上考慮すべき問題

a林地,苗圃等に観らる'谓烦,細菌頹とネキリムシ菌との拮抗

b共他天敵の有無

c肥料,殺菌,殺最劑の本菌に對する彩縛

d地溫,温度と本菌の發育(接師先の環境)

e免疫

(a) 數種の土壤細菌及木材腐朽蘭と！saria Koganeとの拮抗に關して調究せる結果は次表 

の如し。本成結に徴すれば培養中アオカビの侵入を防ぐこと,培招ふとしては馬鈴薯を帔く 

ること等取敢す注意を要すべきら幸にして蛹培養は地下10 cm前後に施與するカ、或は腐熟 

堆肥に混用する場合は好く繫殖す,應用上此點至便なり〇

(b) Anomala salentula幼蟲の本菌に因る姪死花巾苗・於上に或る絲狀菌の寄生するを認め 

たり。子襄殼は黑色針狀にして基部は慈姑狀を呈し恰もマツ類に寄生する所謂片變［肖に類似 

す。

靑木淸氏はスキムシの黃殂病菌!saria farinosa (DICKS) Vr.及家鳶赤殂病菌!saria 
fumosorosea W. ZE 及白題病菌 Beanveria bassiana (BALS.) VUILし に奇生件り虽き 

ATelanogpora parasitica TUL.菌類似のCeratoatoma屬に屬すべきー奇生蘭を發見報吿せら. 

れたるあり〇該菌菌絲の侵入を受けたる家應硬化病々菌々絲は共部分に於て一部萎凋するの 

事實を認められたるも,而も本寄生苗を黄强病菌と同時にスキムシに接種する場合試蟲は黃 

殖病を起して疑れ斃屍上の黄殂病菌々叢上に徐々に木寄生菌の埶殖を認、むる’黃那病苗のみ 

を接種せる場合に比し試蟲の斃死時間及致死量には變化なしと報ぜられたり。

启aria Kogane菌の實施應用上より觀るも,單に姪屍上の菌叢中に寄生菌の發生を認むる 

のみにして,本寄生菌はコガネムシ幼蟲の!saria Koganeに基く傳染襁病には恪別關知す 

る所なきが如し。次に南を蚀密するものにコナダニあり。

37

コナダニ(Tyroglyphus longior Gervais)は共分布極めて廣く屢々或.種の菌類を蝕食する 

も余の訓査に依れば幸にして!saria Koganeは蚀害せらるゝことなし。

(c)化學肥料及殺的削の施用と本菌の繫殖に就ては次表の通りにして幡加里の施用及ボ 

ルドウ液の撒布は本曲の發育に影軽ありと認めらる。

備考培斐溫应21°C

l?4 名 拮抗作用

Auricularia jxjpymcea Yasuda アラゲキクラゲ —

Daedalca unicolor CEull.)Fr. ミダレアミタケ —

JCchinodontium tsugicola (P・ Menn, et Shir.) Iniazeki マンネンハ、)タケ + + +

Fon心 pinirala (Schwarz) Fr. ッガサルノコシカケ —

I ly oxy Ion aiumlatuin Mont. クロコブタケ + + +

Irpcx lacteus Fr. ウスパタケ

Lenzitcs Yosinngai Lloyd 匕メシロカ・ヒガラタケ •—

Plcurotiis ostrcattis (Jacq.) Fr. ヒラタケ —

Polyponis japoniciis Fr. マンネンタケ + —

Polyponis niikadoi Lloyd カハメ・ソタケ —

Poly st ictus versicolor 〇し•)Fr. カハラタ歩 一

Poria vapomria Pers. • ワタグサレタケ

Schizopliylluni coninmne Fr. ス工匕口タケ + + +

Coniophora corbel la (Pers) Schroet イドタケ + + +

Penicilliurn glaucuni Link アナカビ + + +

細 憤 名 拮抗作用

Achromobactci delictatuluni (Jordan) Bergey et Xl.
Eschcricliia formica COmelhuiski) Ikrgey ct A!・
Acliromobacter geniinum C^nvcnel) Bergey et Al.

.. . \ ■Acliromobacter multislriatum CWright) Bergey et Al.
Achromobacter rcticalarum CJordan) Bergey et AL 、白Achromobacter superficialis CJordan) Bergey et Al.
Bacillus a^terosporus CAIcycr) Migula.

-
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本苗の發育に對する二,三肥料ノ£他に因る蹈縛

細 ・ W - 名 拮杭作川

Uacilltis he^i (Guillebcau) Kruse —

Bacillus inescnt/iricus vul^attis Fliigge-A + +

Bacillus jnescntcricus vtilgatiis Flugge-B + + +

Bacillus megatherium Be Bary +

】&illus pro<lig'o-fus IHugge —

Bacillus mycohles Flugge —

Bacillus parvtis Neide + + + '

Bacillus simplex Gottheil + +

Bacillus subtilLi (Ehrenberg) Cohn —

Bacillus teres Neide + + +

Bacillus termi al is Migulz —

—* llus vnlgrrtiis Trcvlsan み、 レ gs —

Flavobrictcriurn tremelloKles CSchotteliiw) l>crgey ct al. 一

Flavobacteriurn rlienii CChester) Bergey et al. + +

Erwinia sp. NO. 2. + + +

Erwinia sp・ NO. 3. —

Rhodococciw ro^eus (F」Uggc) Holland. —

MicrococciH flavus Leliniaun and Neumann —

ネキリムシ苗圖件細術 —

備考培卷溫度21°C

處 iK
—

1m2當施用堆 萌の發Y/ 備 考

g
標 準 M — + + + 肥料を撒布し克に共所に我培益蛹

硫酸アンモン樞 35 + + + をE く 〇

〃 70 +
昭和14年7月14日着手,同年8月

】3日岡報す
過燐酸石灰匿 14 + + +

〃 28 + + •

硫酸力 ')匿 2 + +

4 +

［硫酸アン毛ン區 (35
過燐酸石灰恨 14 + + + *

1硫・酸カ 'J M 1 2
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處 漱 1m2當威用欣 憤の發資 備 考

石 灰 M 30 + + +

〃 60 + +

木 灰 柑; 50 + + +

〃 100 + + +

7片ルド -液撤布帼
lOOccJti

7日め3回 +

200ccJt£
7|:価う3回

堆肥 施川 M 1400 + + +

2800 + + +

次に本菌蛹培養(20P 3 H培養)200g宛を採り,地下4cmに一粒列べに埋め肥料は夫 

々地表に撒きて水3［を注ぎ2ヶ月後菌の繁殖狀態を檢す〇,共一手段としそ蛹を核とせる小 

土塊を秤W:せり 次表に就て觀れば硫酸加里區を除き他は槪ね影徳を認めす。地下4cmに 

置き・たる菌は9月中旬より11月中句に至労約2ヶ月にして旣に上方約3 cm下方に2 cm 

側方に向ひ3 cm內外緊殖せり。

秋 類 In遇當施jjj挝 徹の繁殖に依5固結し?： 
る土塊のぶさ

g
標 率 帆 — 1350

秫 酸 ア ン モ ン K 100 1415

過 燐 酸 石 灰 1,拔 49 1575

硫 •酸 力 、) M 6 1200

石 灰 藏 100 1575
木 灰 M 150 1650

木成糾に徴するに化學肥料の施用は槪して本］肖の發育を阻害するが如く從ってこれのみを 

以て觀れば化學肥料を川ふる埸合にはコガネムシ幼蟲の驅除に對して本菌の應用は共價値を 

失ふものの如く懸念せらるべ浅も幸にして化學肥料の施川は次表に依て觀るも何等本菌の應 

用上支障なきことを窺知し得べし。

啊i類及mW當施用地
供;次ヒメ 
コガネ幼 
蟲

佻全蟲败
採取し得れ 
る木我脸の 
罹病蟲

軟化病に 
因る谜屍

タト傷に因る 
谜•屍i忽む 
るもの

備 考

標•準 I応 80 ,74 〇 4 2
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供試匕メ1 採收し得た皿ル心・ 外侈に囚る
野呢i昭む［備 歩
るしの

種類及12當施川な: コガ•ネ幼健企或毗 
蟲

る本帽の罹 
病经检

因る斃呢

硫酸アンモン70gp/； 80 2 75 3 〇 幼岩供用昭和14年10

過燐酸石灰28g低 80 7 70 3 〇 月5日,翌年5月21
II调布 ・

酸疏力リ4 gp； 80 6 74 〇 〇
C安)は磕酸アンモン

石 灰6〇 gW 80 6 ハ 3 〇
(燐)は過燐酸石灰

(安)35g*； 
三栗素(燐)Mg］終 80 3 75 2 〇

(加・)は磕債カ、)を示

am) 2g區 す。

(d)昆蟲寄生菌の紫殖は天候條件に支配せらる'所多く旣にMorrill及Rwkも是に關し 

て「知溫湍度等適せ・ざれば流行せざるも之が適當する場合には速に斐延すJとせう。地表下 

5cm乃至10cm前後に施用したる本菌蛹培養は共施用期が春期或は秋期の何れの場合にも 

內地に於る本調査に於ては繫殖」異恥なく,昆蟲に對する侵犯・性にも阳兇.を認め難し。

本菌の適溫は20。(;前後なるが故に陽光の照射强烈なる地表,或は地下淺肝の溫度苦しく 

高き個所に在りては本菌の發育を阻止せらるゝことな遂を保せず。或は毒性の減殺せらるゝ 

こともあり得べし。

地中濕.度と傳染病の流行に付ても考慮を要すべきものあり。極めて乾燥せる土壊或は水分 

を飽和せる兩極端狀態の何れか一つが繼續する場合には,木菌の發ー育宜しからざるも夫等は 

同時にネキリムシ幼後の生活に對しても亦好ましからざる環境なるが故に,要は昆蠢の生活 

可能範圍に於て病原閨の保生繁殖に適せざる環境ありや否やの問題に歸す。・

本菌刼培養の施用試驗結果より按ずれば,昆蟲の生活可能血岡の地中濕度及低溫に於ては 

本曲も亦保生繁殖し得べき見込あるも,地溫が菌の適溫を相當超ゆる場合には本病原の毒性 

を殺滅じて一旦感染せるものが恢復し,或は免疫の如き誘發せしむることなきや否や,理諭上 

多少の疑あり。是に對しては取敢す!saria Koganeの單川のみならす或は隨件細菌を混じ或 

はBaciiliH prodigiosusを併川し更に別種の彳孑力菌をも採取培養して考慮を拂ひつゝあり。

(«)昆蟲の人口的陥患に際し若慮せらるべきは共自働免疫なるべし。

假りに本菌に依て感染せる昆蟲が傳染病を經過して後ユ以^病に對して不感受性を持ち, 

爲めに罹病の機會に迪遇するも能く是を免る'如きことありとせば,本菌の常用は共意義を 

失ふに至るべし。元來人嘴及高等動物に於ける免疫に付ては L. Fastener, R-. Koch, Met- 

chnikoff,北里氏等の偉大なる’業紀iあるも分化の單純なる昆蟲殊に野外昆蟲などに對しては

第 四 岡

束京林業試験場に於けるイザリアコガネ苗培卷エ揚 

原料殺慎作業室(左端)と地ド培犯室上のJ普旋作業室<中央) 

並に製品乾燥作業室(右端)

Oospora頂 の一種

1. 若き分生胞子を治けたる擔子梗

2. 脫落せる分生胞子

3. 分生胞子の發芽狀態

_ —
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附り世られざるもの多し。玆に別意すべき點は取扱中陽々減毒せる病原體を接種するか、或は 

施用後環境の影野を望リて減荏せるものに昆蟲が接弱せるが如き場合なり。是に付ては苗培 

養蛹の機酔を防止すること取/す肝要なるべし〇\’irnlcnzの低下する場(合として殊に留意す 

べきは人工培養可能なる本あの如きを永く網制咅羨するか或は木苗な蛹培養を多虽に荷造り 

て遠隔の地に輸送する際起るべき醱醉なり。培養に依て低下せるVirulenzは寄主體を通過 

せしむることに依て之を窩め得べし。釀酬:の防止に對しては現地に於て培变せざる限り,輸 

送に當り是を可及I】勺低温•竝乾煥狀態に保持せしめざるべからず。忒に本苗蛹培羨50gを採 

り氷宅及常温室內に木綿災入にて4ヶ月放置後共Virulenzを調べたるに何れも異狀を認め 

ざり注。此際に於ける室內血溫,濕度及試料乾燥の狀態は次表の如し。

室內知溫,湍度

擬 測 旳

氷 室 常 溫 室

溫 度 濕 度 溫 度 濕 度

M高1股低丨农斎［M低 壮高 竅低 最咨 最低

14 年 8月

9
10

■
11
12

7.5
8.8
7.1
5.0
4.7

1.6
4.0
3.2
3.2

2.7

诲

97
100
90

100

§

80
88
85

82

31.2

30.7
26.2
25.2

17.7

14.9

13.0
8.5

〇

一 5.0

% 
97

97

99
97
96

% 
斐

47
39
16
22

試料の乾燥

訓 赤 JJ II
找 料 の 道 求

氷 室 常溫 室CD 活溫室C2)

14年 8月 19日
12月 19日
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斯くして本菌の輸送には幾分蛹培羨を乾燥し是に木炭末,硅藻士•等水分吸着劑を添加せば 

安全なり。次に注目すべきは本病原牒に對する特異性琦如の獲得問題なり。taria Koganeが 

假りに今後各地に於て廣く繼續施用せらる'嶂には當然考慮せらるべ3・ものにして本硏究に 

於てもIsaria Kogano隨件細菌,靈菌等の混用或は發病性强烈なるR菌の利用或はNosoma 

共他病原麒の探究に努むる等實施應用上絹くと攻究する所あり。

本硏究に於て!saria Koganeを凿圃竝林地に實施 る經驗に依れば未た免疫の問體に逢着
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することなく導らコガネムシ,ハバチ弑iの瑁除に對して應川的價値の大なるものあるを立漆 

し得たり〇

故に分雜培養せり。

さ

6.!〜7.1 〜8.4 x 1.9〜.>.7〜3.2〃

らる'を觀る〇
1.7〜2.3々擔子梗の太さ(I在徑)

極柄の長さ

"家豚蛹煎汁寒天上に生ぜる分生胞子の形狀

兩端圆き！UI筒形乃至長制U形,單胞,表面平滑,期微鏡下に於て淡綠色,集弑すれぱ暗綠 

は夫え4■及2叫呢死せり〇

尙此際!：100液に於て一旦稲患し黑斑を生ぜるも屮途治癒せるもの1頒を認めたり〇 

1,03 〜15.7〃

色を呈す。

共大さに關し胞子200個に就て測定せる結果次の如き變異を水したり。

擔子梗の先端に-列連鎖狀に形成せらる。 •

家急姉煎汁寒天上に生ぜる推子梗の形成(第ガ圖)

殆と無色にして先牌近くに於て簡単に分岐す。措子・梗の先端は尖細にして殆ど互に同一平 

面上に位置するを以て分生胞子の連鎖狀に形成せられたる後は加き肝を成して枝狀に剝離せ

家當に對する病原性

培喪広上に生ぜる分生胞子を滅蘭水に浮遊せしめたる菌液1白金耳很を4齡起家獄の背面 

に塗布し之を濕度95%前後の多漂の箱內に納め給桑飼育しつゝ發病狀況を觀察せり。菌液 

濃度は分生胞子1白金耳仙:を1祝の滅曲水に浮遊せしめたるものを原液と定め之より種々 

コガネムシ卵粒に對し侵犯性大なるOospora菌のー稲

東京府下日野町御料地所在苗圃に於て多數のヒメコガネ卯粒カ嘛病全滅せるを認めたるが 

の稀繹液をつくりて供川せり。

實驗結果は觀察1〇日間にて原液に於ては佻武蠶〔°如中4如聲れ1：10及1:100液に於て 

大

長さ质) 6.1 6.3 6.5 6.7 6.9 7.1 7-3 7.4 7.6 7.8 8.0 8.2 8.4

員數(箇) 5 10 13 13 36 44 40 17 8 6 3 3 2

幅(〃) 1.9 2.1 2.3 2.5 27 2.9 3.1 3.2

員數(箇) 1 8 31 48 53 33 21 5
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朱苗の病原性は此時比較に川ひたる黑殖病・歯,赤殖病菌及白磯病菌の3秘中の前2 .に大 

同にしてI’灘病闌に比して遙かに弱きを見たり〇囚に是等各苗種の苗液濃度は互に可及的同 

等ならしめたり。卽ち谓液1白佥耳批を採りて培炎を行ひ發生せる苗叢數を測定せるに菌種I 

間に大翌なきを認めたり。

分類上の位置

本菌の据子梗は極めて織細にして•先端に於て俚かに分岐し分岐は短く之に分生胞子の連 

鎖狀に形成せらるゝ點よりしてOospom風に編入せらる可セものなり°

本屬谓にして從來知られたるもの96税2變稀中動物寄生苗は9柄1變嗣を・せり〇今本 

谋iと是等動物寄生のOospora風苗とを對比すれば胞子の色,形狀等に於て本-苗に該’當する 

ものなし。

本苗に比較的近似なるものに0. destructor (Metsch.) Del・歯あれども分生胞rJ-の大さ及 

擔子梗の太さに於て相異れり〇

次に足等96枢2變枷卩本菌と同じく菌叢竝に分生胞子の綠色を呈するもの乃至之と近似 

の色彩を呈するものは14和・［あり〇今是等と本・苗とを對比するに是亦本曲と全然一致するも 

のを觀す。比較的近似のものとしてAlnus共他植物上に見出さるゝ〇• virescens (Link) 

Wallr.谓あり此者は前記〇. destructor (Metscb.) Del歯に比しー肝本歯に近似す。

要之本菌の形狀は從來知られたるOosporn風菌96稀2變種の何れにも合致せざるものに 

して只動物寄生菌〇. destructor (Metsch.) Del.及植物上に見出さるゝ0. virescens (Link) 

Wallrの兩菌に比較的近似の性狀を示せリ〇而して一本菌は家㈱に對し顯著:なる炳原性をかす 

こと姓に共病徴及病勢尊;はOosporn destructor ［肖と殆んど全く同樣なり。本菌の形狀は培養墓 

卜に發育せ"るものに就て觀察せるものなれば门然の材料に於けると多少の相違あるべきは想 

像せらる'處なれ共,本菌の分生胞子の大さ6.1〜7.1〜8.4*1.9〜2.7〜3服と〇. destructor 

菌の7〜15x2.3〜3,3〃 との間には單に材・料に依る相違とのみ見做し得ざる開きあり。又 

〇, virescens 菌の記載と本菌の性狀とは大嘴に於て合致するも共寄生性の點よりして兩者を 

俄かに同一価なりと斷する能はず。依て玆に本苗の所屬に就ては暫らく Oospom理・とな 

ーすに止む。

(本謳!査成績は’瞭絲試驗場技師靑木淸氏の御畫力に依る玆に特記して謝意を表す。)
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本菌は家珏に毒性あるも實施に當り此助を考慮せばコガネムシ卯粒の璃除に当し極めて仃 

效なる見込なり。
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III マッカレハ(Dendrolimus spectabilis BUTLER)

幼描iはマッケムシと稱してアカマツ,クロマツ,トドマツ,エゾマツ共他の皇供を喰害し 

共發’彩しき時は屢々恐るべき大侔を惹起す。盛央期に在るマツ・ケムシのクロマツに對する 

食栗代は1111頭平均凡そ〇•5乃至!.2 g葉败5片乃至12片に相當するも槪して針葉全部を 

插交せざるが故に’IT際の喰害業败は1日1頭20片に及ぶと稱せらる。從來是が防除には巨 

費を投じて捕役,誘沒,娜余,或はを劑の撒布など行はれたるも而も激害より免れ得ざりし 

苦き經驗あり。

1.藥劑に依る驅除

强力なる撒粉機を川ひて地上より撒布するか或は飛行機,飛行船上より撒布する方法あ 

り。後昔はOberforester Zimmermann (1911)の考案せし所なるも當時一般の注意を惹くに至 

らす。前大戰後航空技術の11覺しき發達に伴って遂にアメリカに於て實用化さるゝに至れる 

ものとす。C. R. Ncillic及J. S.llonser (1921)はOhioにてCatalpaの森林に對する天蛾の 

幼瑚膈除に砒酸鉛の撒布を行ひCoadは屢々砒狡石灰を綿’夾鼻蟲の驅除に使用し,19,5年 

には共而積ルイジアナのみにて5 Kacreに及び為に收穫に於て50%の增收を來せりと云 

ふ。獨逸に:企!)ては最近アメリカに於ける實結に鑑み實施せぢる'に至れり。卽ち1925 
年3月Eberswalde附近の森林にStolzenbcrg的・社の行へるものとSovauer林にてノンネの 

駆除にSilesiaを撒布せ"しForstmeister Ebert (1928)の試みを以て噴矢となす〇

共後1928年には25,000 haに撒布してノンネ,マツノエダシャクトリ’カシハハマキ等 

に相當の效果を擧ぐ。使用せらるゝ藥劑は何れも砒素劑にしてAs« 05を含むもの多し。 

共の含有量は製品に依りて一定せ・ざるもFoi-steahirmit E. Merk-Darmstadt社のものは約 

11% 乃至16.名,Ilercynia Gebr. Rorchers-Goslar 社のもの約11%, Meritol;Schering- 
15hlbeiim 社のもの18%, <c Silesia "-Kalziumarseniat ； Giittler-Scharfe 社のもの約 40% 更 

に含量少きものに!^orst-Vermiai!華’あり。而してノンネ,ハマキガ,マツキリガ等に對し 

てAs, 〇5の含量40%の製品を川ふる場合には1患當20 kg乃至3)kgにて足るも槪 

してAe 〇・.の含量少きものを施用する方安全なるが故にlha當50kgを撒布の標準とな 

すものゝ如し。

然も本劑の施川は時:に人畜に對して|卩毒雅狀を起さしむる危險あるため應急藥備付の必要 

ありIP頃時獨逸にては接觸劑としてDetalなるもの特效ありとせらる'も是警の方法とて
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藥削の種類適せざりし場な,撒布届過少なりし場・合,或は撒们の時期を過り或は天候％;の影

巻に依りて方法宜しきを得さりし場合には共效果も往々にして期待:こ添はさるものありと

云ふ。而も本方法は設備と經我等の點に於て1T施I:困難を仲ふのみならす志剂の人布に故ぼ 

す影縛,右益天敵に對する走性如何の問拒亦未解決に阻する今日,地上よりの機械的撒布す 

ら遽かに模倣し能はざるもかあり。 •

2.天敵昆蟲

マツケムシ天敵昆後として知らる、もの勤からず,駅に神谷一男氏の鞋理せられたるもの

に依れば,

卵寄蜂

1. Telenomus dendrolimi (MATSMURA)(ク ロ クマゴバチ科)

2. Trichogramma dendrolimi MATSUMURA (ク ゴヤドリコバチ科)

3. Anastatus albitarsis ASHMEAD シロ才ビタマゴバチ〔トビコバチ科)

4. Anastatus bifaaciatug (I'ONSCOLOAIJJE)(トビコバチ科)

幼蟲寄生蟀

5. Apantelea liparidis (BOUCHE) プランコヤドリバチ(コマユパチ科)

6. Rhogas dendrolimi (MATSUMURA)(コアユバチ科)

7. Rhythmonotus takagii MATSUMURA マツケムシャドリアメパチ(ヒメバチ科)

8. Dicamptus nigropictus UCIITDA ク ロモン"アメ バチ(ヒ メ バチ科)

9. Itoptectua attaci II ABE RM EHL 貨

10. Iseropus epicnapterus UCIIIDA

11.Stenaraeoides octocinctus ASHMEAD
12. Prosena siberita (PABRICIUS) クチナガハリバヘ

蛹寄生蜂

13. Mormoniella vitripennis (WALKER)

14. • Euterus matmyadrii (MATSUMURA)

15. Brachymcria obscurata (WALKER) キアシブトコバチ(・アシブトコ•ハチ科)

16. Afonodontomerus dei.tipes (BOIIEMAN)

17. Teronia atalantae PODA エゾ シロヒラタ ヒメ ノヾチ(チャ イロヒメ バチ)(ヒメ バチお卜

18. Pimpla disparis VIERIlCK (ヒメバチ科)
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19. Pimpla pluto ASIIMEAD クロフシヲナガヒメハ・チ(ヒメバチ科)

淳あり。共他幼蟲寄生蠅に !'uucarcelia kockiaua TOWNS, ^arcophaga albifeps MEIG あ 

り,蛹を喰する ものにハリブ トシリ・アが (Jrenmtogaster (Acrocoelia) brunnea matsumurni 

I'ORRL,成雄を捕喰するものにシホカラトンボOrthetriun albistylum SELYS等あり〇

歐洲にては森姦(卜、or前ca rufa L.)が森林保穗上極め‘て冇意礎なりとは旣にRatzeburg 

(181-1)以來幾多學者・の唱ふる所にして近くはKidman】】,Escherich郎あり,Bchrndt (1933) 

はNeuendorf管林・に於て更に之を調査して發表する所あり。

卽ち蟻巣を中心とする半徑約9ni內に在ってはマツキリガNoctuapiniperda LOESCHKE 
の成蟲が蟻に妨げらるゝため產卵は曾しく少く共圳は施圍外の夫れに比して約 jなりしと 

云ふ。乂午一前中一時間宛10川出の調査に依れば蟻に依て捕獲せられたる昆蟲は

森林害蟲90% 益蟲7% 利害關係なきもの3%

を示し,絕對數はマッキリガの幼蟲破も多く他の昆蟲總數の約5倍に達せりと云ひ尙本幼蟲 

が盛災I明こ於て一營巢の蟻群のため喰拆せる'挝は推測に依て3週間に112,000頭なるべ 

しと云ふ。同氏は更に蟻巣より18 m |U|內を安全區域とし!8 >n以上32n】迄の中間を被害 

ある區域,夫れよりタト部・制’,耶耕なせリ。多くはノンネ,マツヤリガ等の幼蟲,卵陪;を食 

饵となすものゝ如し〇 von Roon (1934)に依れば蟻塚の一部を分削して地下水ある個所に移 

さば人工的に埋恥せ・しめ彳!}.べしと云ふ。此の種朝にはFormica rufa L. Formica rufa var 

rufopratensis あり。吾國に於ては Formica rufa truncorum var yessoeusis FOREL あ 

り,北海道より木洲巾部以北のカラマツ林に生棲すること多しと云ふ>筆若は先年長野縣 

坂北村カラマツ造林地のカラマツヒラタハヾチ被皆地に於て此種の著例を觀察せり「森 

蟻の棲む所蟲害なし」と綃はるゝ今n吾國に於ても此ガ冊の研究は保護技術上緊要なりと 

信す。

3 傳染性病原體の驅除上への應用

病原微生物に付て衆知のものに硬化病原たるI’例病!74 Botrytis bassiana BALS.綠飛病菌 

Nomuraea prasina MOUBLANC 黄殂病谓 !«aria farinosa LINK あり 〇 就中 Botrytis bassiana 

の利用は屢:々企圖せられHarz (1891)は人工接稜に依りて是をノンネに試みTangl,Fr 
(1892)亦同様に企てたるも實驗的にのみ成功して野外に於ては失敗せりと云ふ。Bolle, J 

(1908)も野タトに在りては顯習なる效果なしと報ぜり。Janisch (1938)はノンネ幼蟲に
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Aspergillus versicolorに因る傳染型を認めたるも應川するに至らず〇

又ポーランドにては1923 —'4年の頃アカマツ林にマツキリガ夥しく發生し被吿:區域 

置に60,000 l>aに及びたりと云ふ。之が携滅に最も效果ありしは査蝦及Kmpusa aulicae 

REICHなりしと卩0<〇本菌はリンゴドクガ,モンシロドクガの瑙除に・も役立て < 例あり〇 乂 

記錄に依ればマツキリカ’幼揪’こはEmpusa aulicacの外に多角股病あり,蛹には黄避病［打あ 

りしと云ふ〇クウヒ,モミを害するヒメハマキカ’の一種 Grapholitha tedellaにはEntomo- 

phthora sphoerosperma FRES.あり。ロシアにては象必蟲の—RCleonus punctiventris に對 

し黑殂病菌を試みたるも野外にては望ましき結果を得ざりしとぞふ。細南には1 Veiling 
larvae, Micrococcus acriciorum. Bacillus pluton, J?acillus sotto ISIIIWATA あり 〇白殂病菌に付 

ては旣に吾國に於ても利用せられたること融なからす。而も1'1那病菌はマツケムシの外宗な 

樟套,柞獄 夜盜蠢,カマキリ‘コガネム,メイガ等多くの昆撤に對して侵犯性あり。殊 

に黃經病菌は履性强きが故に此種の尙類を人工培表して丹・外への利用は大に片慮を要す。さ 

れば家珪に危害ある病源粒は傳染徑路が經口的なると納时的なるとを問はず股令ほ業方而よ 

り何等の舉肘なしとするも 共利用は制限せざるべからず。此の意味に於て家鳶に無害にし 

てマッケムシに對し有力なる傳•染病原たるべきものに付鏡X?共發見に努めたり。資料として 

次の數植を供用し先づ家珏への影縛を訓査す。

1. Isaria farinosa LINK. •

愛知縣八曾御料地にて採集せる硬化病聲屍より分離

2. Botrytis bassiana BALS

蠶絲試驗場より分譲せられたるもの

3. Botrytis bassiana BALS—A

同上,家急に對して安全なるもの

4. Botrytis hssaiaua BALS—B

同上,家球に對し安全なるもの

記魂 感染率 備 考

1 88.0% Isnria farinosaは約1夕月間25°Cにて培差,分生胞子のー 1勺金
2 52.2 耳を10 cnの生理食廁水に稀昭して家皿に逾抹マ

3 〇 供試以 !〇〇頭宛

4 2.2

Nose ma Kususan 
芽弛(x 900)

第六 岡

第七 圖

Chlamydozoa Haraakamaimai ( X 1800)
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木成結に依れば愛知縣八竹御料地床マツケムシより分儷せし黄避病菌は家皿の約洲％を 

死すも現病相(A)及(1わ稀のものは焚我地方に於て使用するも危險なき見込なり。更 

に政京府南考階邯地方難の触全なる第5齡期マツケムシ1000頭を採り(別に用意せる愛知 

縣八竹御料电自然椀の黃黑病南を東京伸日野御料地ー广カマツ林にて1问接丽後分離培春せ 

し)山借病苗を以て塗栋に依り經盾側・染を行ひしに次の結果を得たり。

0 置 木苗に因る 
脛 屍

他の軟化刑 
に闵る脸屍 備 考

標 準

木W猿和

%

91.0

%
7.5

9.0

培差丿&
マッタム110Q(J思牘粉本を2听
シ诫汁ド ［間煮:沸して100MCとす
砂 株 GOg
錢 油 50 R
塞 天 20 R
卵 白 2個分

而して實際!H・外に於ては樹櫚塗沐の方法は不可能なるが收に引組き亲に書なき1初trytis 

bassiima-Aあを用ひ共の斜而陪表呆1•木を!Iの褛苗水に稀帳して之れをブカマツ針葉及蟲 

冃眇に撒布し,第7齢の健全なるマツなムシ200個膘をブカマッ樹冠上に飼ひ自然狀態にて經 

向仰染を行はしめ仁るに次の成結を得たり〇

/H 置 本慣に因る斃屍 備 考

標 準

本 苗 接 莉

木妝及快化病苗接莉

%

14.0
20.0

軟化病は八竹御料地產密病蟲牘より分離せる 

もの

尤も家:以に白避病保iを接種する塲合には通例1尚翘に胞子の數400を標學となすも野外に 

て接所の場合果して一個體に若きたる胞子數何程なりしゃ共點詳ならざるが爲め本結果のみ 

を以て彳卩:する能はざるも以上の成紐を按ずれば,マツケムシの被吿林に偶々共の硬化病あり 

と雖,從來の如く病原湖の本質を吟味せすして濫りに之れを利用するは揆皿地方に於ては必 

ずしも危險なしとなす能はざるべし,尤もBotrytis bnssinn:いAは家なに對して危險なきも 

マッケムシに對して亦多きを明待L得ざるものありc然れども一般に病原嘴は或寄主瞭を凰 

え通過せしむることに依りて共の寄主に對する Virulenzを増大せしむることあるを以て, 

今後マツケムシに對して本菌の發病性を高むれば囁険用として適するものを得らるゝ寿なき 

AH呆せざるべし。

4 本硏究にかて新に採集せし病原體
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東京府南多摩郡日野町附近發生の樟嚮罹病思般より病原體を捕へ病徴り徂察及檢鏡の結果 

家珏に於けるNosema bombycia Nageliと異るNo?ema屬に出するー郁なることを認めたり。

大彩格氏(1931)に依れば柞珏微粒子の胞子の・長さはNosema bombycisの夫川こ比して稍 

長きか或は幅に於て短く從て長さと幅の比は前R•の2.25±0.01Iに對し後村は1.67土0.010 

にしてNosema Iwnibycisとは別種:のNosema屬に屬する一新郁にして家狀には絕賞に傳染 

することなしと云ふ。

株境微粒子が柞晾の夫れと果して同一植なりや否やに付ては分類學上硏究を要すま所な 

るも,本硏究の目的が家當を害せずしてマツカレハ幼蟲に毒性强をものを捉へんとするに作 

るが故に玆には取敢すマツカレハ幼蟲を對照として本Nosema sp. (・記號 Nosema Kususan 

第六圖)の毒性を調査し併せて家皿岐犯の右無を吟味するため別に•・長野膘下より柞な微粒子 

をも取寄せて共毒性を調査せり〇

先づ本樟寫に付自然罹病の狀態を調査したるに次の成結を得たり。

調乔・月 n 調左賛料數 本病旅に因る 
懸 碇

共の仙秋化病 

及傷吿蟲牒
佻全織體

12. 7. 6 33 11 16
8. 2 60 • 9 4 3
8. 9 3 一 —

罹病成蟲の內1頭は雄,2頭は雌なりしも共の卵粒は全部微粒子病のため解化することな 

く全滅せり。

次に斃死蟲！2個罷｛を採り共の筋肉及皮尚(消食管を除き)を血液と共に招碎したる後胞子 

を遠心分離せしに純粹なるもの約3.0ccを彳手たり。此の樟なより採集せる微粒子病原と家 

獄微粒子病原との感染程度を第一齡盛定期の家嚮に就て調査したるに次の結果を得たり〇

卽ち家鶯微粒子の胞子を添食せしめたるものは鑑死率約70%にして罹病蟲松2には多くの 

胞子を認むるも梯竊微粒子の胞子を添食せしめたるものには異狀を認めざりき。柞联に付て

處 K 本荫に依る 
斃 死 率

備 考

標 準

樟以微粒子添食

家!X微粒子添食

% 
〇

〇

68.5

試蟲各100頭とす。胞子1CCをRinger液に貯 

へ添食には更に之を!〇 (｝'?:稀猝せリ。

第二圖版

ヨタウガ虫币のIsaria sp.

(No 401)病斃屍
’多濕氣中£於ける、
I病原蘭の繁殖狀態ノ

xl.5

ヨタウガ踊のIsaria sp.

(No 401)病斃屍
/地中に於ける病、
(原菌の繁殖狀態ノ

xl.5
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も同樣の結果を得たり。斯くして号mの微粒子は家皿に無・害なるを知り直に健全なるマツカ 

レハ幼毒に對し接稀状驗を施行せり〇

稲病蠢彌の血液,筋肉,皮將を扑1碎し生理爽鹽,Kを以て祐選後得たる胞子!CCに對し 

Ringer液99ccを加へて氷室に貯へ,添食試驗には本液!ceを殺菌水99ccに稀釋しアカ 

マッ苻筆に淤注:供川せり〇結果に依れば樟国散粒子原蟲はマツカレハ幼蟲に於て旣に發痛碓 

'ITなるのみなら-タ胚时!B染の事實をも覲察し得たり〇

添 食 院 期
本病BSに依 
る嚥花率 備 考

第-帥 期 

第 二 齢 町］ 

笫 三 齢 期 

第 四 齢 期 

笫 八 齢 期 

傑 準

% 
89•〇

70.5
88.0

60.4

72.0

〇

”蟲聽败1000頭
第!あ2第3怖期添食のものは第5齢期迄の感 

染歩合を示す。あ8附期添食の1のに於ては幼 

提期に發病聽死せるもの20.5%蟻に於て19.5% 
を示し推病蛾の產卵は孵化することなし。

■

本結果に依れば附期の影縛殆んどなく何れも旣に60%を越へ今後遺傳に因る數値を加ふ 

れば極めて有幽なり〇

次に束京府南多懺郡H野I叮附近産第s附マツカレハ幼蟲200個渦・を採り樟な微粒子を添食 

せしめたる結果は次炙の如く雌蛾の產卵は何れも有毒卵にして橢化するものなし。

幼蟲?

病原牌添食

C幼蟲)

佛汆

_史)_

M会 _|
(成蟲)

件

二 二 5 I
術病呢屍 

三 

他の軟化 
病にXる 
廃膈

30
—

罹病斃屍 

64

而の歉化 
ホjにXる 
斃屍 
__ 13_ _

_何病斃碇 

39

而の1欧化
一病にXる 
舞屍 
i 8

1： 雌蛾2

却蛾3
网 孵化せる 

幼蟲
〇___

大島格氏に依れば柞我の微粒子は家狀に傳染せざるも家なの微粒子は柞珏に傳染し柞:Uの 

血液酸度は6.2 (無絶食上爆近し)•乃至65 (絕食)にして家麗に近き數値を示す。是に依 

れば傳染の差異は單なるpH價に非すと云ふ。本硏究に於て家鶯及マッカレハ幼蟲血液の

pH價測定の結果は次の如し。
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莉 類 供メ數 試・, 料 酸度 備 考

家"H

マッカレハ

100
200

H友华！U友1〇7、第5院 
交雑‘〃 !I 111/ 5 || ||
II野町採集第8齢7 II ||

6.390

7.170

絶食2絶間のしのに付家駅は昆 
角切斷,マッケムシは足部より 
注射器1： Xリ血液を採USL18,〇 
に於て潮定す。

5- Nosema Kususanのオピカレハに及ぼす毒性

札编微粒子はオビカレハ幼思に對してマツカレハ幼蠢と同樣の試犯性あり〇

試にソメヰヨシノに發生せる健全なる求幼蠢4齢期のもの200皿を採り丙!〇〇頒に樟な微 

粒子を添食せしめたり。卽ち糧以罹病蠢將より採集せし梢選胞子を蒸溜水にて0.L%に稀樺 

しソメヰヨシノの葉に塗布して攝食せしめたるに

處 K
佻 全 各Pt態に於ける本病斃屍 他の原因 

に依る斃 
屍成A數 幼 蟲 姉 成 A 計

標 準

標成徴粒子病原欄添套

91
〇

〇

70
〇

21
〇

2
〇

93
9
7

共経過は添辰後4 F!冃頃より擧動不活潑となり食慾は減退しし發れ・苦しく不揃にして12, 3 

日後斃死するに至る。皮府の病斑は固イj・の憫色に遮げられて家皿,樟:は尊に觀るが如く顯样 

ならざるも全體黑紫色を呈し斃死に先ちて福色の胃液を吐き,病蛹は健全蛹に比し幾分萎 

縮し,病蛾は錯色を呈し尾部細りて不潔なり〇

6. Nosema Kususan の施用

病原體の撒布方法としては罹病樟急又は罹病マッカレハ幼蟲を林內に放ち或は病蛾を放翔 

せしむる外積極的方法としては樟負或はオビカレハ幼蟲在伺育して病I京缺2を添食せしめ共罹 

務般の血液’筋肉,皮膚尊を招り碎育生理食應水にて稀釋拓選後採集せる胞子1容に對し 

Ringer液9容を加へて低溫內に貯へ必耍ある埸合共稀釋液を硅藻土に吸着せしめ撒布川に 

供す。

三谷賢三郞氏(1936)がNose a bombysisに付て自然的生存力を調査せる所に依れば暗 

所濕潤狀態に在りしものは2ヶ年以內の生存力を有すと云ふ。本Nosema Kususanに付て 

も年々寄主を通過せしめて更新したるものを貯ふれば不時の用に備へ街べし。

斯くして早朝針葉の露にて潤ふ頃を見計な或は降雨後風上より此粉劑を撤布せば幼蟲は針

葉と共に此有毒硅疎土を攝食して忽ち极病す。
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以上を要約すれば次の如し。

1,本硏究に於て樟:a微粒子病嘛ロはマッ力レハ幼撤に對し極めて有力且つ執拗なる傳染性 

病輝たることを簡明し得たり。

1.本病叩は’芸;IXクヌギカレハに・性なく現企迄の調柱に依ればマツカレハ,クスサン, 

サクサン,オビカレハ幼撤に会病性あり〇

1.微粒子傳染經路は多々にして經口傳染’胚極傳染’交接傅染,側・傳染怖あり。更に傅 

染源地としては斑"濶•(卵,幼蟲,蛹,蛾の死般)排泄物顷尿)脫離物(卵殻,脫皮 

殻,病娥の嶙日)等ありて傳染カ强く,マッカレハ幼蟲の驅除上極めて有效にして應用的價 

値充分なりと認めらる。

1.精選胞子の稀釋液を硅藻土に吸着せしめて撒布川に供し得。

1.门然に發生せるマッ力レハ幼蟲の硬化病體中には白弛病菌’黃飛病「歯.等’斜ぜ心寸しI* 

犯性を有するものあるを以て是蜉病原體の驅除上への應用には一應の吟味を要す。

】• £以地に於て硬化病々原罷を併・・用せんとせばBotr>,lis Ussiiuia BALS-Aの如き’知

に我性なきものを選押せば安全なり〇

1•針・葉樹の大而穢單純林に對し努めてクリ»ケヤキ,クルミ,ウルミ,サクラ共他］權栗樹 

を混じ是にクスサン或はオビカレハ幼揪を飼冇せば本微粒子-病々原帔の撒矛诚は有志蛾の 

放翔に化:ふ病原體の保缶增殖上極めて有效にして意我あり°



第三圖版

モミ大樹の梢頭に懸垂せるハラアカマ

ヒマヒの多角館病斃死 自然大



PL. III.
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IV•ハラアカマ匕マ匕(Lymantria fumida BUTLER)

1•本硏究に於て新に採集せし病原體

幼蟲はモミの葉を喰吿し共發生夥しさ時は樹上より落下する蟲雄は恰も細雨の如く寄主は 

老幼を問はす相次で枯死し蒙る被吿も亦著しさものあり。

而して是が發生繫殖には極めで将しき消長あり〇試に東京府南多摩那所在御料地モミ天然 

林に於て觀るに幼蟲は大正12年及同］3年に大發生をなしたるも翌14年には殆んど共影 

を潜め爾後歩にして大なる發生なかりしに昭和1〇年に至りて突如同郡城山御料地一帶に再 

び夥しき發生を來して翌11年に蹬り,一方髙兄山及H•里御料地,方面は昭和!］年より13 

年衣期に］］リて發生夥多なりしも共の後急激に敷滅す。

從來本吿蟲の發生を抑止すべしと認めらる、要素には氣象的影饗の外食饵の不足或は食蟲 

動物及敵蠢としてブランコサムライコマユバチ(Apanteles liparidis BOUCHE)あり寄生曲 

には白殂病苗(Botrytis bassiana BALS)知らる'も單に是等の影瓣のみに因りて斯くも大 

發生せる幼蟲が僅かに二仰i年を限りて拭へるが如く消え去るべしとは到底想到し得ざるが故 

に必ずや他に何物か大なる原因の存するものあるべしと想ひ,被告劇花なりし樹齢】〇〇年前 

後のモミ天然木の梢如、を謳抒Eしたるに!i僞の幼蟲が旣に贋爛して如部を下向に枝上より懸垂 

し・大部分が同一傳染病に囚りて苑れたるならんとの小實を發見せり〇

共症状を觀るに松・卅j及枝光には懸垂せる無數の斃死趾あり。各環節の中間は腫脹し恰も家 

皿の膿病疝状に類して膿汁を漏し更に進彳亍せるものは萎れて共形骸を樹枝上に曝す。何れも 

臆爛して臭氣あり〇罹病嘴!より混溷せる血液を採りて檢鏡するに視野中には無數の多角體類 

似小融を認めたり。依って共性狀を耕!査するため先つ苛性カリ,聴酸•等を用ひて溶解性を確 

めク口口フォルムを丿|jkて不溶解性を認め更にズーダンロ】を以て染色せざることに依り脂 

肪球ならざること及ピクリン酸,沃度カリにて之が蛋白質なることを確めたり〇本多角性は 

略六角形に見(0)るもの多きも刊は極めて鈍にして丸味を帶び大さ4バ 乃至7/!と認めらる。 

病/より採血し之れに生理食腋水を加へて遠心分離すれば多为般を得。野外昆蟲には多角體 

病に罹るもの極めて多しBohms (1910)は始めて天蛾科幼蟲に是を認めGlaser及Chapmann 

(1916)は鱗翅「|巾8科13種の昆蟲に本病あるを發見せりと云ふ。就中ノンネマヒマヒの 

多少J犠2に付ては Eschcrich, K. AFiyajima, M(1912) Wahl, Brune (1910—1913) Kom^rek, J., 

Brcindl,V. (J 924)等に依りて硏究せられ所謂、Vi］,felkrankheitとして扱はれたり。



話

■

玆に二三を例示すれば,サクナン,クスサン,シンジュサン,アハヨタウ,ヨタウガ,ノ 

ンネマヒマヒ,クハエダシャク,モンシロテフ,ツマアカシャチホコ,セグロシャチホコ, 

コスズメ幼蟲等なるべし,多角粗に付ては說あり。Bolle (1898)の如く是を原生動物なりと 

する生物既とProwazck 19075の所謂生活細胞の反應生產物なりとなす非生物說とあり。 

～方に於て是を病原股の一時イCなりと解さば他方に於ては('hlmnydozocnに屬する寄生將が 

毒素を分泌するため寄主體より生ぜしNucleoproteinなりと唱へ或は本小湖て冬角无病原を 

包有すとなし或は病原を含ますとなすものあり。Paillotは家皿濃病々原をVirusなりとし 

-C Chlatnydozoaを否定し新たにHorrcllinaを設けて是をH. bombycisと稱せるが如き末だ 

學說の一致を見ざること恰も高等動物のVirus病に於けるNegr!氏小渕又は植物Virus病 

に於けるX-小股と共他を一にす。而して石赤博I:は1T驗結果に呆きて「果して病原が多也噩 

に包被せらる、や或は病原粮が他の物復と化學:的に結合せ・るやは詳ならざるも多角时が病原 

を包有するの事實」は之れを認めて發表せられたるあり。ー没に本結晶小股は病原欄を包何 

すと解せられ是が血球,脂肪組織,氣管膜等に寄生して起る疾病を多角泌病(PMyedcr- 
krankheit)と總刷す。而してハラアカマヒマヒの多角股病え原は假りに記號Chlamydozoa 

Haraakaniaimaiを以て扱ふこと'せり,(第匕圖)先づ本多先!溉病に因るハラアカマヒマヒ 

の自然聚死率を調査したるに次の成績を得たり〇

卽ち本病に因りて明かに斃疋せるもの平均約82% に及び他の多くは蠅の寄生に因りで殖

調死木
外覩上異.狀 
なしと認め 
たる七の

多角鄙病に 
因る斃屍

同病蚣死率
寄生蝴にて 
戒れたる1 
の

備 考

1 26 163
%

81.1 12 昭和12年6月2511化姉前に天

2 30 70 68.0 3 然生モミ樹にて調住す。

3 14 63 77.8 4

4 13 58 79.5 2
5 20 46 68.7 1
6 58 186 73.5 9
7 35 235 84.8 7
8 15 145 89.0 3
9 20 242 90.0 7

10 18 137 85.6 5

る'を觀たり〇

57

次に外眼上健色なりと認めらる'ものが果して無病なりや否に付調査を進めたるにーな料

464中共90%は早晚多角韻病に因りて殖る'の巡命に在るを知れり。 r

モミハラアカマヒマヒが蘇くべき大發生をなすも共後僅か】,2年にして忽然共姿を沒す 

る現欧は大正13年以來一大嘏問たりしも眼近好•期を逸せず調査したる結果是が濾過逐に依 

る猛烈なる傳染病に起因するのが實を把え得たり〇

JJ II

外制上佛 
仝なりと 

認めたる

製 屍 數

備 考・角牌利に 

IMS L の
咨生蠅 
闵るしの

計

6. 23 464 — — — 多角腰刑は检鏡に依り1 之れを確

25 — 290 45 335 めケり。

27 — 70 1 406

29 一 52 〇 458
7. 1 — 5 〇 463

3 — ヽ1 〇 464

鈴木健弘氏に依れば家はの發育榊梯と膿病傅染の難易とは密接なる關係ありて稚联期は免 

疫,性(主として消化液の抗忘作用に依る)弱く,壯皿期特に五齡期は益疫性强くして經口傳 

染は困難なりとされ蛾期は畑期以前に比し特に免疫性大なりと云ふ。

自然に發生せるハラアカマヒマヒの蛹を無心に採集して調査せし結果は次表の通りにして 

本疾病も亦幼蟲に於て最も共威力を發揮するもの 、如し。

採集月1-1 採 集 地
無心に採集せ 
るハラアカマ 
ヒマせの姉贩

羽化せる 
成蟲數

多角脸病 
に因る姉 
の聽屍败

同 病 
斃死率

寄生蠅に 
因る斃屍 
贩

%
7月2日 廿里 仰 料地 491 133 245 49.9 113

3ヽ 高尼 山HP 料地 315 94 165 52.4 56
4 〃 674 203 282 41.8 189
5 〃 328 57 234 71.3 37

計！ 1.808 487 926 395

更に本多角機!病發生の著しきモミ天然林附近一帶にて誤獄の作柄を調査したるも特に是が 

影響ありと認むべき確證を得す。斯くして本調査の結果より觀れば本病原禮を把え得たるこ 

とは頓て近き將來に繰返さるべきハラアカマビマヒの發生に對して積極的に人工を以て共終 

炮を期待し得べし。因に本多处瞧はマツケムシ,ネキリムシ等に對しては病原性なし。

2.傳染性病原體の驅除上への應用
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天敵利用に就ては

1. 共の效果竝に移输入先の項境に對する適應性を俺むるこ丄。

2. 他の生產業殊に獄槃或は柞獄等の飼育が業に及ぼす影縛っ

3. 繫殖カ分散力及是に對する二次吿敵の有無。

等を愼重に考慮硏究するの必要あり。多角t0の利用に關しては旣にK. Eschcrich氏も共苫 

Die Forstinsekten Mitteleuropas. B(11.1914, Bd 111. 193Iに於て「ノンネ,,ヒマヒ蛾共の 

他の鳞翅目に鹿する害措曝除に多角股を利用せんとするは今日の所望外なり」と述ぶるあり。

我國に於ても農作物害蟲の防除に企てられたることあるも遺感ながら家蠶への彩縛共他の 

困難を伴ひ、て遂に應用的價値を發揮せ"しむるに至ら寸。一般に本病の分布は家孩の外八ラア 

カマヒマヒ,天珏,柞JX 樟珞,桑珞及葉捲!尚,蝦蟲,夜盜揪共他極めて廣祠用に在りとせ 

らる、が故に病原が同一種なりとせば吿蟲への應用實施は一而獄業上の传威たるを免れざる 

も接種試驗竝に觀察に依って按ずれば本病験邀は昆蠢の種弑iに依り 共通なるものと特異な 

るものとあるが如し。家晾がハラアカマヒマヒの多角惘［病々原:に依て感染せざる.か或は殆ん 

ど影縛なき埸合には秋極的に利用するを得策とす。蓍タの採取せしハラアカマヒマヒ多角股 

病股より溷濁せる血液を採り生理灸撫水を加へて毎分3000回轉の分離器にて遠心分離し上 

澄液を去り更に食期水を加へ數回遠心分離を繰返レたる後Ri ngcr液を以て梢選し,採りた 

る多角牘を家為(二化性欧狀日］!號國球支1°7號交雜不越年)第1齡盛灸期のもの1〇〇頌 

宛を供用して接種試驗を3ひたるに本多徊冷及濾•過液(Chaniberlandt油過辭を用ふ)共に 

家珏に對して些の被害をも認め得す。而も家催より採りたる卵病原股は家急に對して92% 

の被吿を認めたり。

-ノンネのWipfelkrankheitに付Komurek及Breindl(1924)の］凋査以來害過防除に多允 

體病原の應用が頓に共意義を認めらるゝに至りKh%k (1925)は節劾に病原の傳播を行はん 

がため多角股の附昔せる地被物を汽車輸送して缶蟲發生せる林內各所に配置Iせりと云ふ。尤 

もKon.arek, Escherich共他に依れば多角嘴病を人工に依り速に林地に流行せ・しむることは 

難事にして共理山とする所は氣候條件に左冇せらるゝこと大なると病原嘴の毒力持絨が當初 

のー二年に過ぎふる點に在りと稱せらるゝも,石赤也人氏に依れば家成多角帔の風乾貯藏せ 

るものを0.5%炭酸ソーダにて儷理せば共一千萬倍にても毒性あり而もニケ年以後に於て共 

毒性に變化なく恐らく數年以上应カは持緻すべしと云はるゝが故に,多何監の乾’燥貯藏或は 

病血貯蔵等の方法を講ずれば滤過疽の應用も充分の價値を認め得べし。昭和12年,13,14 
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Mこ眇りて山梨縣身延山に本吿蟲の大發生を來し忽ちにしてモミ枯損木孫%石以上を算する 

の恪狀を呈せり〇調禿するに同地方に於ては仲て本害蟲の發生せし例を【用かす,吿糊にとつ 

ての處女地たるもの'如く兩年に!£る共緊殖は實に恐るべき狀態を呈せリ〇依て1ケ年乾燥 

冷蔵せし多犬］腭.をH年6月に現地に持会し別に殊集せし健全なる幼蟲多數に添交せしめた 

る後樹吟に放ち:衆登するに任せたり〇同年末に至り試に共樹梢上を調べたるに無數の罹病乾 

固せる斃死嘴を發见せり〇檢鏡の結果蠢暗のみならす附近の枝條にも夥しく多角您を認めた 

り。抑々多何階病毒:は昆蟲が適せざる頂境に置かるゝ場・合細胞內に生成せらるゝ生岸:物にじ 

て共病ぶが他の蟲濶に接秆［せらるれば是に同樣の立狀を呈するも病ぶ自體が分裂蛤殖するに 

井すして單に細胞に或種の變化を與へて毒索の生成を促すものと解せらる。從て,石襟氏も 

「接種せられたる病芯と共後生演せらるゝ病湿との間には親子的關係なく兩者の間には生活 

細胞の介在を必要とす」とせられたり。依て實施上には祐選せる多角湖の:乾燥冷藏を要す〇 

元來本病毒の接種にはintraly.npha!とper osのニあるも,瞻卽ち食餌を介して經口的 

に與ふるガ效果的なるが故に實施州Jに當りては’八ラブカマヒマヒの食餌たるモ泊颱を 

以て添食せしめざるべからず。共方法に二あり一は可及的全林に多角股を撒布する場合と他 

は林內所々に人工を以て傅染源地を作るガ法にして刖3•は盛過毒・を水に稀涔して是を硅藻土 

に吸若せしめ,針葉潤ふ時を見計ひて共粉剤を撒布次ものにして後者の場合は滤過毒を添 

食せしめたる幼蟲を林內各所の樹幹に放ち共所を傳染相地となす方法なり > 本病原體に付て 

ほー共に精選せる多角號若くは0.5%炭酸'ノーダ溶液にて溶解せるものを供用す。斯くして實 

施せ・る範悦Iに於ては旣に應川的價値を認め得た° °

3.クヌギカレハ,シロスヂカミキリ,ヨタ"’等に發見せる病原體

クヌギカレハ(Metanastria undans WALKER.)

クヌギカレハはげにクヌギ,ナラ,クリ,カシ等に對する林業害蟲のみならす幼蟲の毒毛 

は馬匹の脚を傷むる點に於て牧場に於けるー大竹威たり。就にマツカレハ幼蟲に毒姓强き 

Nosenm Kususanを添食せしむるも本病原嘴はクヌギカレハを侵犯せず,•調査の結果罹病蟲 

/の混濁血液中に無败の多角粗を發見せ°°

モミハラアカマヒマヒと同樣の操作を以て病,枝の撒布を行ふと同時に黃殯病菌の併用は共 

驅除に效果ある見込なり。

シロスヂカミキリ(Bactocera lineolata CHEVROLAT.；
クヌギ,クリ,ナラ,カシ類等の樹幹部に蠢入して共害夥しきものあり。春期被害幹材を
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割裂せば幼蟲にして臆色汚褐色乃至揚色を呈して一秘の多角臆病匕必むペきものあり。

ヨタウガ(Barathra brassicae LINNAEUS)

束京府南多摩郡日野町,七生村及神奈川縣愛甲郡地方のI井地に昭和14年春期ヨタウガ幼 

蟲夥しく發生して被害作物はヒノキ,スギ,クハ,ハクサイ,カンラン,ダイコン,ナフ、, 

ネギ,バレイショ,キウリ,スイクワ,ニンジン,ゴバウ,ハウレンサウ,ソパ,ミツノヾ, 

エン・ドウ,アハ,エゾギク,サツマ,ダイヅ,ソラマメ,クバコ,インギン等に及べり。然 

るに6月上旬疫病(Einpiisa aulicac)俄かに流行して結々隨死し治んど局部的に殲滅せし個 

所融からす而して同年秋期に同一桝地に發生せる幼蠢には挖病極めて妙く是に代って綠飛病 

菌(Nomuraea pnuina) (.繫殖すること夥しく％んど吿蟲は本・病南に侵されて全滅の狀を呈 

せり。 •

勝又藤夫氏が長野縣下に於て病鶯に付硬化病の種勿’iを調査せられたる所に依れば次表の通 

リにして白殂病と綠避病の季節的配分は

幼蟲吸
綠羯构甫 
に依る斃 
驗

疫病に依 
る斃屍

他の秋化 
病に依る
隘最

備 ・ 抒

1 979 936 28 15 洌相”:而话は各500 m2 とす。昭和

2 579 520 48 1 14年11月2 ||朝左

春秋に於て相反し綠强病は晚秋に於て絶對多數を占む。

ョクウガの綠殖病に付ても亦同樣なるが故に人工を以て疫病の流行を計らんには春期に是 

季 節
採弟病 
n M 白殖病 綠殖病 黄殖病 黒划病 赤K!病

春

初 秋

晩 秋

627

189

263

%
98.57
73.02

3.80

% 
〇

6.88

-96.20

%
0.48

11.82

〇

%
0.95

7.41

〇

%
〇

1.07

〇

を行ひ秋期は專ら綠殖病に因るを得策とすべし。

V結 び

61

II！來昆蟲病嚇跨.の接丽は試晴的に效果あるも實地施用に於てはJ心•失敗の記錄あり〇之れ 

が如何なる小山に広けるやは迎かに知ることを得ざるも少くも次の事項は考究の餘地あるべ、 

し。

1.利川せんとする病原憫•が「I的外の有益昆蟲例へば家なの如きに害ある場合。

1.或る柚〇昆雄にー發病性ありとも分類學上n或科を同じうする他『皿昆•蟲に對しては必すし

も發病性ありと限らざる場合。

1.接師先の環境が不適當なりし場合。

1.接種の時期適せざりし場合。

1.接種:の量過少なりし場合接所すべき病原股の發育充分ならざりし場合。

1.利用すべき病原嘴•の採集,運搬共他取扱,貯蔵,培逢ぶ質の種類,•施川方法尊當を得ざ

りし場合。

1.天候に依り或は接柿のガ法宜しきを得ざりしため發病性を發揮するに至らざりし場合。

1.天敵の出現ありたる場合。

1.病原欄の保續或は緊殖上好適する他の被奇心牠を缺3"たるため接種が一時的にて終りた

る場合。

1.試驗に於ては往灰昆蠢の生活樣我を不自然に制限し日•つ接植の如きも不自然なる方法に

陷るため發病HI:を過信するが如き結果を生する恐れあること。

而して昆僦病原臘を應用せ・んとせば取敢す家,嚮に對して共の彩理!如何を吟味すべきは言を 

俟たざるも更て他の有益昆描類に對して調査の餘浴あらば極めて效果的なるものを得べし。 

然れども病原就!の發病性は殺蟲を「1的とする化學藥劑とは共趣を炮てし,例へば家窩の微粒 

子は柞寫に傳染するも柞なの微粒子は家珞に傳染せず,又樟狀,柞戰の多角泌病は家寫を犯・ 

さす家職の膿病も杭澀,柞庶に毒性なきが如く被寄生體に對しては選擇性を有するが故に巧 

みに之を利用せほ小業上極めて石意援なるべし。次に仙物への形燃|を付て見るにBotrytis 
sp.の中Botrytis cinerea菌は査科陋物ダーリャ,プリ'ムラ,バラ,ブドウ,マッ,タウヒ, 

カラマツ,ベイマッ,ベイッガ‘序の稚苗に・害あり〇 Isai'iafuciformisBerk, I. griseolaSaco, I. 

clonostachoides 等も作物に害あり 〇 又昆蟲寄生菌に Botrytis sp. Fusarium sp. Nectria sp. 

等あり。細蘭にはBacillusに風するもの渺なからざるが故に實地に當っては一應の吟味を
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耍すべし。

病原體に對する天敵生物にも種々あり〇玆に或種闻巾財ける一例を舉ぐれば鞏蟲目に屬

するコナダニ(Tyroglyphus longior Gervais)是なり〇コナグ=は共の分布極めて廣く灸川

菌,或は植物,昆思等の病原i肖印をも徹変ナ。試に昆描寄生蘭項の屮次の六種:に付て,調べた 

る成結を舉ぐれば

供試菌の培羨には記號(1)(5)曲は14號培養基を川ひ(2)(3)く4)は4號培養基(6)は2號

泥號 供 試 W 寄主及病原性 備 あ

1
• 2

3
4
5
6

r!班病甫I
〃 A
〃 !5

黄枷i病と認むるもの

赤療病黄

Isaria Kogane

家 踌:病康性強し)

" く病康性弱し^

〃く〃?)

マッ>"シ(家以にnし病嗥性强し～) 
家 堡家!:に對し病原性あり:)

富卷・ムシ(家!?に對し病原性なし〇

病原性の凋査は何れt 
以牍途注に依る

培養基を用ひて夫々昭和 13年9月7日に移柚:27°C恒溫器巾にて培養せり。

第2號培養泰

ヒメ コガネ幼蟲煎汁 1000 cc •

砂 糖 60 g

醬 油 50 cc

寒 天 20 g

卵 白

第4號培養基
2個分

マッ ケムシ幼蟲煎汁 1000 cc
’砂 糖 60 g

醬 油 50 cc

寒 ・天 20 g
•卵 白

第!4號培養基

2個分

家獄蛹煎汁 1000 cc

砂 糖, 60 g

50 cc
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汕

寒 天 一 20g

卵 白 2個分

佇煎汁は蟲腭・乾燥粉末10gを水!000CCにて&沸し蒸發水分觉を沛ひつ'1000CCの煎汁 

とせり。 •

斯くして充分發育せる闌叢巾よりー 金耳をとり40°Cにて溶解せる寒天培茶基中に入 

ち れ平而培羨を行へり(徑9 cmのシャーレを用ぶひ。

!〇月4 FIに至りて作平而培養呆上の菌叢は充分に發育せるを以て各G個のシャーレを 

開放し共中央にコナダ= 300照を置きて共全部を大型硝子魅に收容密封せり。11月11日に 

至り律シャーレにイ寸てコナダ=の生存敏及蚀俗仙の調奄を行へり。(蝕宙宛は方眼紙に蝕害 

部を寫し取りて禾:代法に依る)〇

TO 號 供 W 生存せるコ >・ダニ吸 コナダ= 触吿率

%
1 1*1 孵 病 做 ! 12 98.8
2 〃 A 20 97.7
3 〃 B 11 8.2
4 黄 SK 病 憤 2 0.8
5 赤 整 病 於 6 3.0
6 T .Isaria Kogane 〇 0.1

本結果より者察するに

1.家なに發病性强き〇及病原性弱き(2)菌は触害せらるゝこと多し。

1.Isaria Koganeは触害・せらるることなし〇 .,

1.マッケムシ確病腭!より分離せる(4)も亦比帔的蚀害せらるゝこと少し。

本矶・究に於て捕へたる病原體.にして害蟲の防除に應用的價値ありと認めらるゝものを舉ぐ 

れば次の如し。

病Uli體分離資料 採集せし病原慨 本硏究に依りて判明 
せる應用槌圍 施用形 式

ヒメコガネ幼飜

スデコガネ幼蟲

Isaria Kogane (No.
124)

ヒメコガネ

スヂコガネ

メ•ホスデコガネ

3S蛹培養として地中に

鋤込
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病原S2分離賛料 採集せし病原膘 本硏究に依りて判明 
せる應用範囲 施 JIJ 形 A

—

サクラコ"ネ

ハナム/リ

七マグラ:□ガネ

-Anomala sal ent ula 
サビヘウタンザウ 

マッノミドリハ'・チ 

カラマツ匕ラクノ、I・チ 

カパイロコメッキ 

等の幼坳(IX業への影

響なし?)

ヒメコガネ幼最 

スヂコガネ幼蟲

Isaria Kogane (No・
124、隨作細］肖

Isaria Koganc に圖作 

せしむる埸合・あり

ヒメコガネ成蟲

ナホスヂコガネ成麴

Isaria fari osa
と認むベ»Lの(No.
2.7)

ヒメコガネ

スゲコガネ 

オホスゲコガネ 

サクラコガネ 

ハナムグリ

サビへウタンザウ

粉末削として撒布

マッカレハ幼蟲

ッガ・カレハ幼蟲 

カラマツ七ラタパチ幼

蟲

マ・ツォホザウ厶シ幼蟲 

サビへウタンザウ幼蟲 

スギカミキリ成觀!

シ口 ヂカミキリ成蟲

Isaria farinosa と 忽t/ 
ぺ3もの(No. 247)

モミハラアカマヒマヒ 

カラマツ匕ラタパチ 

マツナホザウムシ 

マッノトビイロカミキ 

リ

スギカミキリ

シロスゲカミキリ

アヲバハコ・ロモ

等の幼、成坳野外に人 

工撒布する場合には!X 
業に影嚮なさ見込

グスサン幼蟲 Nose ma Kususaii CNo・
149)

マ•ッカレハ

ナビカレノ、

等の幼蟲< IX業への影

嚮なし)

粉末劑として撒布づ. 

別に !saria f;irinosa の

撒布七寤義あり

モミハラアカマ匕マ匕

幼蟲

Chlanjydozoa
Ilaraakaniaimai
CNo.150)

セミハラアカマヒマヒ

幼暗

(康業への影響なし?)

粉材机して撤布
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饷!>；i牘分離あ料 採堡せし病原聽 木硏究に依1Jて判明 
せる.應用就囲

腿用形 式

ヨスウカ・幼蟲 Empiisa auricne ヨタウガ

ヒト、)ガ
クワエダシャク

毛ンシロデフ

マヒマヒガ
業への•影•膵な3見 

込)

粉末削として撒布

ヨタカカ・幼普1 Isaria sp. (No. 401) ヨタウガ幼象 

cniへの影饗なされ,

込)

同

惟ふに人工に依りて病原體の接種衆殖を圖るは小容易にして直に目的害蟲の撲滅を期し得 

べきが如きも,生物界に於ける自然の釣合は嵌めて微妙にして吾人の希堡のみを容るゝこと 

なし。然も居れを强ひて有利に導かんとせば愼重なる吟味を要するものあるも幸にして本研 

尤に於ては叙上の成果を得たり〇

:仃吿足耕の胴除に天敵生物を利用し得ば假令夫)|1が化學藥品の如く速効性ならずと雖而も 

人工の及ばざる廣範國に亙!)て執念に岡爭を續け遂に是れを殲滅せしむる效果ある點は極め 

て右利にして敢て贅言を要せず。殊に傳染病原たる微生物例は微:粒子病原たる原生動物,硬 

化病原たる菌類,或ほー軟化病原欄たる細的乃至多角渡病原たる濾過性逐ボの如きを把へて應 

用’代施するが如音事業上裨猛する所花大なるものありと信ず。



66

文 献

攻兒廉病の免疫％的研究 尚本睁千賀靜版香.I?翁人岭場払;七笫二谷/1况・ノヾ正・';年ノL〃 

以の軟化病の阱究

空頭病!5に於て免見せられたる强う病原性 > 有する二gの創值に就て(安形領及共:现似怕)尚木薫・

山內爲部•IX業洪鹼埸報吿・第三卷二號•大正六年I•ニけ 

軟化病!X兒に於ける連缜狀の球常に就て 尚木曽.木多’代歩攻巣;我•彩場冊;';•.第r卷四號.大诉七年

六月 A

巨大菌困中に於て石渡氏卒倒・領に類似せる細術の硏究靑木蒸.千貿崎港香.I!業;我版場龄;牛.第三卷

五號.大正セ年八月 

卒倒萌に關する硏究 績緩 千賀格关否.IT衆試貽場那;牛・第四卷…號•大iE八年二月 

蛇蟲の寄生術の一秫に就ての研究 占用木彥.病却i片辨誌.第六卷・號.大正八年三月 

以兒鳶詢及び!J蛾より採归せる衆・備の病曜性に就て 省木薫.木多實万.な業,此四場!11；'；-.第叫卷三源
大正八年七月

・灣產帶類調左報告 第•編.大正八年十二月

斐詰病以兒二於ケル細常學的所見

連鎖球偵二就テ 本多實/• IX業試驗場扱告•第四卷第六號•大正九年六月

螟蟲白州病に就ての翻察 樱井堆.病蟲害鄒誌.第七卷一號.大正九年一丿J •
昆蟲類に寄生する麹苗屬の一種に就てI R 三宅W郞.病蟲・雜房.第八卷九,十號.大正十年 

蚯蟲類のー寄生苗に就て 岡本清太郞.病撕吿雜糖.第八卷ヒ號•大正十年

赤楊虬跚の軟化府に關する硏:究 卜茂牌之丞•病蟲:号雜・那 第九卷二號•大正十“年.第へ卷十二號・

大正十年 ・

蛇の咎生茵に就て 三宅む郎•岡本洁太郎.病思:・雜話.第九卷へ號.大正十-•年八月 

金毛告の疫病の發生 原攝祐.病蟲片雜誌.第十一卷巳號.大!E十三年し月 

千烏まっかれはに關する翱左級吿…寄生術及共作川 怖隼保.北海道林業忒驗酬吿.第十號•大iE十三
年 

松好娜の緊除法に朋する試験 朝鲜林業优驗殺告.第二號•大iE十四年 

二俺の邦産硬化病に就て 三宅防郎.佐藤満太郞•病蟲化:雜誌.第十T1:卷四號.昭和三年 

沂トリチス苗及之に類似する寄生にょり起る作物の病’片 浒元清透.病織'占郁志•第十八卷十號.昭和

三年 

福烏麻八女郡產豆蟲車に就て 江崎悌三.九大學奕雑总.第三卷三號.昭和叫年六月 

まつけむし二まゆばら利川に依る松姑鋤の聘除法に就て 神谷・一男.捌鮮:我驗場報吿.•第十二號•昭和
六年三月 

以の白酬病の偉染に就て 勝又滕夫.丨1本/糸飽・覧.第二卷六號.昭孙六年六月 

IXの【’国・病頑の徑门傳:染に就て 勝又滕夫.日本爲絲總覧•第三卷三號.昭和七年三〃

67

三谷賢三郞.河北金太郞.№8要

I!兒iリ得1:る「パリデリメ・ファージJに就て(あ二報)独?ft狀球苗「バクテ’オファーシ」の饱の强さ 

及其熱に反る:影埋.木多實歩以染試求揚報吿•笫ハ卷四盛昭和七年五月

桑岫粒「胞子柞!!欲粒子胞子の傳染カ比岫哄 池山正五郞•重魅界報42.499•昭和八年九月
ダ二病の病鬼防除法根木"!•病最’占雜誌・笫五卷七％昭利九年七月

家!S您病I:制する:新知旦 右疵ilY人.II本U絲字雑よ• Vol.5 No. 2昭和九年

•R1Xの膿病と天柞Qの多角韓•病H本!!絲1W拾・ヽ’。、5 No. 2吗和九年

1公站鋤の形熊•生態及び寄止蜘 Wする硏究 林業洲腳时• ・第部我•朝鲜徑骨府林業試恥場・昭和 

九年十一月

昆蟲と気映 素木佃ー•昭和十一年

微粒子凉蟲胞子の和々なる環境ドに於ける自然的生存力に就て 

No. 2.
・病の研究礎六那北島鉞雄•呢兒鳥材•雄林伊術齢報・吿、

マッケムシ 

コガネム 

マメコカ・ネ

笫十二咬.昭和十一年

の盛・期に於ける’企・狀と』量大好・—.昆蟲M:界.昭和十二年一"

ン類㈱尤北海道詞・砒晾埸彙報・笫六十一盛昭和十二年三月 

防除川酸性砒酸鉛が£|•葉樹の:棟子發身:及幼苗に及ぼす影择 井上元..北海道林業會報・昭

和十二年十一丿J就加刷
•杵邮病の硏究石波娜•滿睥硏・N。. 19312•昭和十二年二月

すLX”病击と多何磁との關係石"人・植物及岫•菊五卷號.昭和十三年一•月

Me二如向坤 の胞子に対する家!W化液の诚殺力の齢期的變化に就て大鳥格.II本或瞼宜・華 

八卷二號•昭和十三•年二J J
家皿膿病の多仍慨の性に就て彳'•衣直人・"诚i植物及動物•あ六報ー •號別刷•昭和十三年一月 

加山::偵の生物學的性狀竝・に显蛆に切る病原性顷する研究 附•赤蛇枷いけ枷憤の岫に對 

する病原性の・比)肢•眞木元•埼Iミ縣"業"な場WWi■•第二十八號•略和十三年三JJ
家釘了阡病多角體】含まる、Bft病曲:關する硏究 右森直人・日木攻滁學饿誌・あ九卷一瞬別刷・昭和十 

三年二月
•勺Cpicrig nipac crticivoraじoisd.)幼隸の脂肪•病に就て 昭和十三年三月•胞兒為為等農林

伊校孚術柢か笫十三就

コハ・メ (Theretra japonica BoisdO幼蟲の多角體病 北島鉞址•大坪再實.太原樂雜.鹿兒島喪等農 

林學校學術報齿.第十三!®•昭和十三年

・コ・),・ネの產卵と土壤の理學的狀態との關附㈱!.茨城喺立提’而懒場.病藏吿雜誌•あ二十五卷三 

號.昭和十三年十ー"」

家!]:嶼病多竹股の病毒に關する仰究(理根)右・森ift人・植物及朝物.第七卷一洗別刷•昭和十四年一月

・尊の’占搦スキムシC野螟蛾幼蟲")の硬化涡特に黄監时二就て 世木淸、XS糸裾釘易衆報・第五十三號別刷

昭和十匹1年三月
No河琳bombyci,の胞子の生死鑑刘の…浙法に就て大,島格・「1本學術協會報吿.第十四卷二朧•昭和 

十四年 ,,

椎に發生・せるノン東マヒマビレ斯沁monacha L.に就て 松浦正夫.大阪營林局報•昭和十四年八月 

家藉の硬化病・苗に•’存生する•糸狀、に就て 班木二.皿糸试驗場料吿•第九卷八號別刷.•昭和十呼年T" 

ヴィルスに依る昆蟲病 北島鉞雄• 11木學術陽會報仲 笫十四卷日號•和利十四年十二月

Eijiro Kinoshim： Untersuchungen uber die Yesoraublliege (Promaclius yesomiciis BIGOT) unter 
Beriicl^ichtung <les Foretseluitzes.北大既以部紀要•第四十卷第四號.昭和十五年三月



68

v. Tiibeuf

Frank, A.

KBck・

Goldstein, B.
Biological Abstracts 1(7-8) 1927. •

Techouoyres, E. et Pillement. Isaria densa and the control of white grubs. 
Biological Abstracts 1(5) 1927.

Dutan, A. G. The artificial culture and dissemination of Entomophthora 
spaerosperma Fres.

Biological Abstracts 2(6-8) 1928.
Paillot, A. Relative importance of factors limiting extension of the corn 

borer in eastern France.

Empusa aulicac Ileich und (lurch diesen Pilz verursachte Krank- 
heit der Kieferneulenraupe.

Forst!. Naturw. Zeitechrift.11.1893.
Ul)er das neuerdings vorgeschlagene Mittel, die Maikiiferlarven 
mit Botrytis tenella zu vertilgen

Zeitechrift fbr Forst und Jagdwescn. 23(4) 1893.
Znr I/)sung der Nonnenl)ek：imi)fiu)gsflage auf l)iologisc}iem Wcge.
Forstwissenschaftliche Central!»latt 7(1) 1925.
An Empusa disease of Drosopliila.

Biological Abstracts 4(11)193〇.

Aletalnikov, S., T. Ellinger and V. C!iorino. The infections diseases of 
Pyraiista nubilalia 111).

Biological Abstracts 4(4)193〇.

Kotlan, A. A double parasitic infection of a larva of Pyrausta nubilalig IIb.
Biological Abstracts 4(4)193〇.

IIiiss, Bela. Bacillus tlnu-ingiensis Berl.
Biological Abstracts 4(4)193〇.

Pakelli, Allierto. Sphaerostilbe coccophila Tul. as a Parasite of Conidia on 
Laurus and of other insects.

Biological Abstracts 4(4)193〇.

A ruand, Madeleine. Preliminary researches on entoniophthorous fungi.
Biological Abstracts 4(7-9)193〇•

Metalnikov, S., Tage Ellinger, and V. Chorine. A new yeast species, isolated 
from diseased larvae of Pyrausta nubilalis Hb.

Biological ALstracts 4(4)193〇.

Metalnikov, 8. and K. ToumanofT. Experimental researches on the infection 
of P\ rausta nubilalis by entomophytic fiingi.

69

. Biological Abstracts 4(4)193〇•

Myers, J. G. The principles of biological control.
Biological Abstracts 4(10)193〇.

Hubault, Et. A bacterial parasite of the larvae ofD. Pudibnnda L. (Lepidopt.
Lymantriidao.)

Biological Abstracts 4(4)193〇.

ShuPGina, 〇, G. and P. A. Kalinichev. Experiments witli the infestation of 
Locustii migratoria L. with bacterial disease.

Bioloiiical A bstracts 4(5) J 93〇.

Zwdlfer, W. Corn borer controlling factors and measures in southern Germany. 
Biological Abstracts 4,5)193〇.

Metalnikov, S. ct K. TounmnofE Experijnental injury into tho infection of P. 
nubilalis by entouiogenous ftmgi.

Biological Abstracts 4(.3)193〇•

Jozo Murayama. A contrilmtion to the morpliological and taxonomic study 
of larvae of certain may-beetles winch occur in the nurseries of 
the peninsula of Korea.

Bulletin of Forest Experiment Station.1931.
Weiss, Braunsclnv. Kann man Kleine I1 lachen erfolgi^oich gegen Engerlinge 

scliiizten ?
Deutschcr Forster. .42. 1932.

Brown, F. Martin. Bacterial wilt disease.
Biological Abstracts 6(6-7) 1932.

Charles Thum and Kenneth B. Raper. Tho arsenic fungi of Gosio.
Science 76(1880)1932.

K<)hler, P. Biological notes.
Biological Abstracts 6(6) 1932.

Haines, F. H. A syrphid fly killed by a fungus.
Biological Abstract 7(5) 1933.

Swingle, H. S. and J. L. Seal Some fimgus and bacterial diseases of pecan 
weevil larvae.

Biological Abstracts 7(5)1633.
R. Langenbuch. Bcitriige zur Kenntnis der Biologie von Agriotes lineatus L. 

und Agriotes 〇! scurus L. -AVii'kung stiirker Kainitgaben auf die 
Frasstiitigl<eit der Drahtwiirmer. Zeitschrift [flir angewandte



70

Entomologie. 2〇(2)1933.
A. Paollot. L'infbction Chez les Insectcs. 1933.
J. E. Greaves. The arsenic content of soils

Soil Science 3(5) 1934.
Laysing. Bek：ijn])fiing des Engcrlings mit chemischen Blitteln.

Die Ernahrimg der Pflanze. 30(2)1934.
R. Monoid. Kainit a Is Drahtwurmljekiimpfiingsniittel.

Deutsche Laiulwirtschaftliclie Presse. 61(49 )1934.
R. Langenbnch und W. Snbklew. Zur Frago der Drahtwurmbekiinipfimg in it 

Kalisalzen.
Nachriclitcnblatt fiir daw Deutschen Pfianzcnschutzdien.st. 
14(3) 1934.

Ctihor Blattny. Ein Beitrage znm Kampf gegen Engerlingo.
Erniihrung der Pflanze. 30(8) 1934.

R. Langenbach und \V. Subklew. Zur Frage der Dralitwurinbckanipfnng mit 
KalLsalzen. Die Ernahrimg der Pflanze. 30(17) 1934.

Bartlett, K. A. and C. L. Lefebvre. Field experiments wich Beauveria 
bassiana (BalH.) Vuill.,a fimgus attacking the European corn 
borer. Jour. Econ. Ent. 27(G)1934

D. W. Cutler and L. M. Crump. Problems in Soil microbiology.
The Rothanisted Monographs on Agricultural Science. 
July 1935.

Seamans II. L. and ヽV. Salt. Some experiments on temperature and moisture 
and tlieir eflect on disease of red-backed cutworm.

一 Biological Alistracts 9(8) 1935.
Lafebvre, C. L. Penetration and development of the fungus, Beauveria 

bassina, in the tissues of the corn borer.
Biological Abstracts 9(6) 1935.

Taynes, II. A. The parasites of the sugar-cane borer in Argentina and Perら 

and their introduction into the United States.
Biological Abstracts 9(8) 1935.

W erner Snbklew. Mbglichkeiten zur Drahtwurmbckampfung im J ah re 1935.
Die Kranke Pflanze. 12(2) 1935.

Lach. l^ngerlingsvertilgung mit Hedoricli-(Staub) Kainit.
Neuheiten auf dem Gebiete des Pflanzenscliutzes. 28(6)

. .. 71

1935.
ヽV. E. Fleming and L. Koblitsky. The insecticidal action of acid lead arsenate 

on the Japanese l)oetle in diflerent types of soil.
Journal of Agricultural Reseach 53(1())1936.

Hawley, T. M. and G. F. White. Preliminary studies on tho diseases of larvae 
of the Japanese beetle.

Biological Abstracts 10(5)1936.
P. Perlewitz und K. Schultze. Bakteriologischo Boobaohtungen auf wissen- 

schaftlichen Ballonfahrten.
Bioklimatischo Beibliitter der Meteorologischen Zeitschrift. 
4(3) 1936.

Ctibor Blattny. (jber die Verwondung von Handolsdiingern zur Bekiimpfiuig 
von Engerlingo.

Dio Erniihrung der Pflanze. 32 1936.
W. Snbklew. Beziechungen zwischen der Lebensfiihigkeit dor Larvon von 

Melolontha L. und Mololontha hippooastani F. und deni 
Salzgohalt des Ausenmetliuins.

Zeitschrift ftir Forst und Jag.lwosen 68(3) 1636.
Gerhard Peters. Ohemic und Toxikologie »ler Scliiidlingsbekampfimg. 

Samnnilnng chemischer und chomisch-technischer Vortrage Neue 
Folge. 31.1936.

Boczkowska, Marie. Soina ol)servations on [serin, sp. par.isite of P. flammer in 
Poland.

Biological Abstracts 10(8)1936
W. Snbklew. Grundsatzliches zur Frage der Drahtwarnibekampfung mit 

Diingesalzen. -
Zeitschrift fin* Pflanznnkrankheiten (Pflanzenpathologie) 
Und Pflanzenschutz. 46(6) 1936.

Bhinck und W, Snbklew. Lebensweise un 1 Bektimpfung der Drahtwurmer.
Der KartofTelbaxi. 20(12) 1936.

Karl Echstein. Die Nester der Waldameisen Formica rufa L. Formica 
truncicola Nyl. und Formica exsecta (Nyl) For. Mitteilungen 
aiis Forstwirtschaft und Forstwissenscliaft. 8(5-6) 1937.

II, Blunck. Fcinde und Krankheiten <l(?r Maikiifer. Zeitschrift flir PITanzen- 
krankheiten (Pflanzenpathologie) nnd Pflanzenscliutz 48 1938,



72

F. Scliwerdtfeger. Schiidlingsabwelir ini Waldo. Sonderdruck aus der Zcitschrift 
Ranmforschung nnd Rauinordnung. 2(11-12)1938.

Christoph Hofinann. Versiiche mit einem neiien Beriihrungsstiinbcmittel zur 
Bekiinipfimg von Nonne nnd Kicfernspanner.

Forstwissenachaftliches Centralblatt 60(24) 1938.
E. Janisch. Eine nene Pilzkrankheit l)ci Nonnenraupen

Arl)eiten fiber physiologischc und angewandtc Entomolgie.
5(1) 1938.

F. Schwerdtfeger. Die Organisation der Schadlingsbekiinipfnng in den
Preussischen Staats(c>rsten.

Vll rnternationaler Kongress fiir Entomologie.
15-20 August 1938.

Dors. Freihmduntersucliungen zur Biologie des Maikiifer-Engcrlings
(Melolontha hippoca^tani F).

Vll Internationaler Kongress fiir Entomologie.
15—2() 1938.

Ernst Janisch. Die Bedeutung des Optimuns fiir den Mjissenwechsol forst- 
schiidlicher Insekten.

Vll Internationaler Kongress fiir Entomologie.
15—20 August 1938.

J. Komarek, A. PfefTer. Einc neuo biologische Kontrolle der Forstschiidlinge.
Vll Internationaler Kongress fiir Entomologie.

15—20 August 1938.
R. Puster. Alte und neueii Verftihren der Maikiiferbekiimpftmg im Wirt- 

echaftswalde.
Forstwissenschaftliches Centralblatt 61(16)1939.

F. Schwerdtfeger. Biologische Grun(Hagen der Engerlingsbekiimpfimg-.
Zeitschrift fiir Forst und Jp-gdwcsen. 4.1939.

Walton, R. R. and F. A. Fenton. Notes on Empusa grylli in Oklahoma.
Journal of Economic Entomology 32(1)1939.

Ernst Janisch. Wo liugt das Teniperatdroptimum die Pilzen (Aspergillus 
niger).

Zentralblatt fiir Bakteriologie, Parasitenkunde und 
Infelrtionskrankheitei).11(101)1939.

F. Schwerdtfeger. Untersuchungen fiber die Wanderungen des Maikiifer- 

73

Moth.
1939.
bassiana (Bnk.)

(>ngerlings (Blelolntha melolontha L. und LI. hippocastani F).
Sonderalxlruck aus der Zeitsclirift fiir angewaiidte Euto-

- mologie. 26(2) 1939.
F. Schwerdtfeger. UI>er kritische Eizahl und Eiparasitierung beim Kiefern- 

spanner, Bupahis piniarius L. Sonderabdruck aus „ Mitteilungen 
aus Forstwirtschaft und Forstwissenschaftn.

1 Terausgcgebcn von der Preussischen Landesforst- 
vorwultung.1939.

F. Schwcrdtfe^or liber den Ein山】耦 der Winterkiilte auf <len Maikiifer- 
engerling.

Sondcrabdrnck mis dor „ Zeitechrift fiir Pllanzenkrankheiten 
(Pllanzonpathologie) und Pilanzenschutz49(2) 1939. 

Sjxnmol Alexander Graham. Principles of Forest Entomology 1939.
Herbert L. Dozier. New Method of Using Paradichlorbenzeno for Seed IVeat- 

luent to Control Sweetpotato Weevil.
Journal of Entomology 32(3)193 \

W. Zwolfer. Dio neuen Wege des Forstchutzes gegen Insekten.
Der deutsche Forstwirts 21(30)1939.

L. A. Stearns. M. W. Godwin. ICffect of Coppor Fungicides on Lead-Arsenate- 
Lim0 and Fixed Nicotine-oil Sprays for Codling

Journal of Economic Entomology 32(2)
Karl Gosswald. tlbor den insektentotenden Pilz Beameria

Vuill. liislier Bekanntes und eigene Versuche.
Arbeiten aus der Biologisclicn Reichsaiistalt fur Laiul-und 
Forstwirtschaft 22(4) 1939.

E. Muller-Kogler. Eiugehen von Kiefernspannerraupcn diirch Frost?
Zeitschrift fiir Forst uud Jagdwesen 27(7-8)194〇,

S. R. Dutky. Two New Sporeforuiing Bacteria Causing Milky Diseases of 
Japanese Beetle Larvae.

Journal of Agricultural Research 61(1)194〇•

Ca8S f. Smith. Toxicity of Some Nitrogenous Bases to Eggs of Lygaeus 
kalniii.

Journal of Economic Entomology 33(5)194〇,

p,匚 Wite. Development of Milky Disease on Japanese Beetle Larvae 
under Field Conditions.



74

S. R. Dntky.
Journal of Economic Entomology. 34(2)1941

Testing the Possible Value of Milky Disease for Control 
of Soil-Inhabiting Larvae

Journal of Economic Entomology 34(2) 1941


